
︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

山
田
和
人
・
三
宅
宏
幸

由
留
木
安
奈
・
早
川
広
子

︻
解
題
︼

形
態

半
紙
本
︒
上
下
二
冊
︒
写
本
︒

上
巻
︵
�

�

・
�

×
�

�

・
�

︶
下
巻
︵
�

�

・
	

×
�

�

・
�

︶

装
幀

元
装
︒
紙
縒
り
で
綴
じ
る
︒

丁
数

上
巻
四
十
三
丁
・
下
巻
三
十
四
丁
︒

行
数

毎
半
丁
に
九
行
︒
所
々
に
割
注
が
付
さ
れ
︑
修
正
・
補
記
が
あ
る
︒

本
文

漢
字
仮
名
交
じ
り
︒
字
数
は
︑
上
巻
二
十
字
前
後
︑
下
巻
二
十
二
字
前
後
︒

印
記

上
巻
・
下
巻
目
録
下
に
﹁
豊
岡
荘
／
堀
文
庫
﹂︒
こ
れ
は
旧
蔵
者
堀
博
忠
氏
の
所
蔵
印
︒

作
者

林
仲
助
︵
都
の
錦
︶︒
本
書
の
末
尾
下
巻
三
十
四
丁
裏
に
﹁
作
者
播
州
住
人
／
林
仲
助
﹂
と
あ
る
︒

所
蔵

山
田
和
人
︒

備
考

上
巻
は
別
筆
︑
下
巻
は
原
本
︒

目
録

上
巻
の
目
録
は
以
下
の
通
り
︒

︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

一
九
〇



武
家
不
断
枕
上
巻
目
録

浅
野
長
矩
於
殿
中
意
趣
討
之
事

内
匠
頭
切
腹
被
仰
付
事

浅
野
大
学
江

分
地
被
仰
付
事

間
喜
兵
衛
女
房
自
害
之
事

友
部
蔵
人
久
光
妻
之
事

多
川
月
岡
江
戸
使
并

戸
田
氏
制
詞
之
事

赤
穂
城
騒
動
并

諸
士
行
蹟
品
々
之
事

義
士
盟
約
并

大
石
異
見
之
事
︵
目
録
オ
︶

赤
穂
城
渡
并

家
中
離
散
之
事

大
石
偽
而
不
行
跡
并

赤
穂
浪
人
易
容
事

大
石
父
子
并

小
野
寺
十
内
江
戸
下
向
之
事
︵
目
録
ウ
︶

下
巻
の
目
録
は
以
下
の
通
り
︒

武
家
不
断
枕
巻
之
下
目
録

内
蔵
助
訪
浅
野
後
室
事

義
士
泉
岳
寺
江

参
詣
并

手
配
之
事

義
士
夜
討
之
事

上
野
介
最
期
并

義
士
立
退
事

上
野
介
首
備
廟
所
并

四
拾
六
人
被
預
事

︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

一
九
一



吉
良
左
兵
衛
註
進
并

家
内
被
改
事

上
野
介
首
返
并

落
首
之
事

夜
討
之
者
切
腹
付

義
士
之
子
共
被
所
遠
流
事

吉
良
左
兵
衛
被
預
付

四
拾
六
人
法
名
之
事
︵
目
録
オ
︶

丹
羽
謙
治
氏
に
よ
っ
て
鹿
児
島
県
立
図
書
館
本
﹃
武
家
不
断
枕
﹄
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
︵﹁︿
翻
刻
﹀
鹿
児
島
県
立
図
書
館
蔵
﹃
武
家
不
断
枕
﹄

︱
都
の
錦
の
初
期
赤
穂
義
士
伝
実
録

︱
﹂︑﹃
国
語
国
文

薩
摩
路
﹄
56
︑
二
〇
一
二
年
三
月
︶︒
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
の
本
文
で
あ
り
︑

冊
数
は
三
冊
で
あ
る
︒
な
お
︑
序
文
が
付
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑
架
蔵
本
は
︑
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
の
本
文
を
有
し
︑
冊
数
は
上
下

二
冊
で
あ
る
︒
鹿
児
島
県
立
図
書
館
本
は
架
蔵
本
に
先
行
す
る
よ
う
で
あ
る
︒
架
蔵
本
に
お
い
て
本
文
に
修
正
・
加
筆
し
た
箇
所
に
注
目
す
る
と
︑

そ
れ
が
あ
き
ら
か
に
な
る
︒

貴
賤
滴
涙
慕
之
遠
近
呑
声
悲

呼
々
此
日
何

ナ
ル

日
ソ

(鹿
児
島
県
立
図
書
館
本
一
一
オ
︶

貴
賤
滴
泪
慕
也
遠
近
呑
声
悲
死
あ○浅

ゝ
此
日
い
か
な
る
○あ

ゝ

日
そ
や
︵
架
蔵
本
一
〇
オ
︶

架
蔵
本
は
︑
鹿
児
島
県
立
図
書
館
本
の
﹁
呼
々
﹂
を
﹁
あ
ゝ
﹂
と
し
︑
そ
の
位
置
を
訂
正
し
て
︑﹁
あ
ゝ
﹂
を
﹁
い
か
な
る
﹂
の
後
ろ
に
回
し
て

﹁
い
か
な
る
あ
ゝ
日
そ
や
﹂
と
し
て
い
る
︒
こ
れ
は
鹿
児
島
県
立
図
書
館
本
系
統
の
本
文
を
修
正
し
て
加
筆
し
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
︒

全
体
的
に
も
相
当
の
分
量
の
増
補
が
な
さ
れ
て
お
り
︑
以
下
に
比
較
的
長
文
に
わ
た
る
増
補
部
分
の
み
を
記
す
︒

上
巻
で
は
︑﹁
多
川
月
岡
江
戸
使
并

戸
田
氏
制
詞
之
事
﹂
の
最
後
に
架
蔵
本
に
は
増
補
本
文
が
あ
り
︑﹁
従
赤
穂
差
出
口
上
書
﹂﹁
従
戸
田
采
女

正
赤
穂
江

返
状
之
文
言
﹂﹁
内
匠
頭
一
類
中
よ
り
為
見
届
赤
穂
江

差
遣
使
士
の
事
﹂
の
約
三
丁
分
あ
る
︒

下
巻
で
は
︑
架
蔵
本
冒
頭
の
﹁
内
蔵
助
訪
浅
野
後
室
事
﹂
の
二
丁
半
余
り
は
鹿
児
島
県
立
図
書
館
本
に
は
な
い
︒﹁
義
士
夜
討
之
事
﹂
の
最
後
の

土
屋
主
税
の
件
一
丁
分
が
鹿
児
島
県
立
図
書
館
本
に
は
な
い
︒
架
蔵
本
で
は
︑﹁
上
野
介
最
期
并

義
士
立
退
事
﹂
で
︑
面
々
が
回
向
院
門
前
か
ら
無

縁
寺
︑
酒
屋
十
兵
衛
で
の
大
高
源
五
の
酒
代
︑
内
匠
頭
屋
敷
へ
出
入
り
の
町
人
の
厚
遇
な
ど
の
件
︑
約
二
丁
分
増
補
︒
架
蔵
本
の
﹁
上
野
介
首
備
廟

︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

一
九
二



所
并

四
拾
六
人
被
預
事
﹂
中
︑
不
破
数
右
衛
門
焼
香
の
一
件
︑
半
丁
余
り
増
補
︒
同
じ
く
﹁
御
預
り
の
輩
請
取
小
屋
へ
入
置
か
る
ゝ
次
第
﹂﹁
始
終
料

理
二
汁
五
菜
昼
餅
菓
子
夜
饂
飩
蕎
麦
切
之
類
﹂︑
約
一
丁
増
補
︒﹁
吉
良
佐
兵
衛
註
進
并
家
内
改
ら
る
ゝ
事
﹂
中
︑﹁
上
野
介
家
来
死
人
﹂
の
芳
名
録
︑

約
四
丁
を
増
補
︒﹁
上
野
介
首
返
り
并

落
首
の
事
﹂
中
︑
一
丁
分
短
縮
︒﹁
夜
討
之
者
切
腹
付

義
士
之
子
共
被
所
遠
流
事
﹂
の
流
罪
の
件
︑
約
一
丁
増

補
︒﹁
吉
良
左
兵
衛
被
預
付

四
拾
六
人
法
名
之
事
﹂
の
役
職
︑
知
行
高
︑
氏
名
︑
年
齢
︑
法
名
の
一
覧
︑
二
丁
半
を
増
補
︒
鹿
児
島
県
立
図
書
館
本
の

下
巻
の
後
に
︑
間
十
次
郎
妻
が
詠
ん
だ
歌
二
首
が
増
補
さ
れ
︑
そ
の
後
に
﹁
義
士
挽
詩
﹂
を
﹁
林
祭
酒
述
之
﹂
と
し
て
一
丁
余
り
を
増
補
し
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
に
鹿
児
島
県
立
図
書
館
本
と
比
較
す
る
と
︑
こ
の
系
統
の
本
文
を
増
補
し
て
︑
詳
細
な
記
録
と
し
て
追
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

も
ち
ろ
ん
︑
こ
れ
以
外
に
も
数
行
に
わ
た
る
増
補
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
︒
な
お
︑
野
間
光
辰
氏
披
見
本
は
本
書
で
あ
ろ
う
︵﹁
都
の
錦
獄

中
獄
外
﹂﹃
近
世
作
家
伝
攷
﹄
一
九
八
五
年
十
一
月
︶

ま
た
︑﹃
武
家
不
断
枕
﹄
を
も
と
に
作
り
直
さ
れ
た
﹃
播
磨
椙
原
﹄
に
も
︑
架
蔵
本
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
最
後
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
︒

次
に
浅
野
内
匠
頭
辞
世
歌
の
件
の
本
文
を
鹿
児
島
県
立
図
書
館
本
︑
架
蔵
本
の
﹃
武
家
不
断
枕
﹄
と
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
本
﹃
播
磨
椙
原
﹄

︵
山
本
卓
氏
﹁
都
の
錦
﹃
播
磨
椙
原
﹄
新
出
本
﹂︑﹃
近
世
実
録
翻
刻
集
﹄︑
二
〇
一
三
年
二
月
︶
の
そ
れ
ぞ
れ
を
掲
げ
て
お
く
︒

鹿
児
島
県
立
図
書
館
本
﹁
武
家
不
断
枕
﹂

サ
ラ
テ
タ
ニ
暮
行
春
ノ
散
ガ
テ
ナ
ル
花
ノ
色
︑
返
照
ノ
鐘
に
誘
来
ツ
テ
匂
イ
モ
イ
ト
ヽ
ナ
ツ
カ
シ
ク
霞
タ
ナ
ヒ
ク
気
幸
迄
モ
最
艶
ナ
ル
黄
昏
ニ

空
ノ
名
残
モ
今
ヲ
限
リ
ト
思
ハ
レ
︑
年
頃
和
歌
ノ
浦
波
ニ
思
ヒ
ヲ
竒
テ
︑
筑
葉
山
ニ
心
ヲ
ハ
コ
ビ
︑
優
ニ
ヤ
サ
シ
キ
意
モ
ア
リ
ケ
レ
バ
︑
辞
世
ニ

風
ニ
ウ
キ
花
ヨ
リ
モ
又
我
ハ
猶
春
ノ
名
残
ヲ
何
ニ
ト
カ
セ
ン

架
蔵
本
﹁
武
家
不
断
枕
﹂

さ
ら
て
た
に
暮
行
春
の
ち
り
︵
�

ウ
︶
か
て
な
る
花
の
色
︑
返
照
の
鐘
に
透
引
来
り
て
︑
匂
い
も
い
と
ゝ
な
つ
か
し
く
霞
た
な
引
気
幸
迄
も
い

と
艶
な
る
黄
昏
に
︑
か
く
て
時
刻
移
り
ぬ
と
検
使
の
人
々
頻
り
に
最
期
を
急
ぐ
催
し
の
声
︑
雲
井
に
か
よ
ふ
心
地
し
て
空
の
な
こ
り
も
今
を
限
り

と
思
は
れ
︑
年
来
和
哥
の
浦
波
に
思
ひ
を
よ
せ
て
筑
紫
の
陰
に
志
を
は
こ
ひ
優
に
や
さ
し
き
心
も
有
け
れ
は
辞
世
の
哥
に

︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶
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風
さ
そ
ふ
花
よ
り
も
又
我
は
猶
春
の
名
残
を
い
か
に
と
か
せ
ん

大
阪
市
立
中
央
図
書
館
本
﹃
播
磨
椙
原
﹄

さ
ら
ぬ
だ
に
く
れ
ゆ
く
春
の
ち
り
が
て
な
る
花
の
色
︑
入
相
の
か
ね
に
さ
そ
ひ
来
り
て
匂
ひ
も
い
と
ゞ
な
つ
か
し
く
か
す
み
た
な
び
く
け
し
き

ま
で
も
い
と
艶
な
る
た
そ
が
れ
に
︑
か
く
て
時
刻
う
つ
り
ぬ
と
検
死
の
人
〳
〵
し
き
り
に
最
期
を
い
そ
ぐ
も
よ
ふ
し
の
声
︑
雲
ゐ
に
か
よ
ふ
心
ち

し
て
空
の
名
残
も
今
を
か
ぎ
り
と
思
は
れ
︑
長
矩
日
ご
ろ
式
島
の
道
に
心
を
か
け
て
浅
香
山
の
浅
か
ら
ぬ
志
し
優
に
や
さ
し
か
り
け
れ
ば
︑
辞
世

に
よ
め
る

風
さ
そ
ふ
花
よ
り
も
又
わ
れ
は
猶
春
の
な
ご
り
を
い
か
に
と
か
せ
ん

﹃
播
磨
椙
原
﹄
の
本
文
は
︑﹃
武
家
不
断
枕
﹄
の
諸
本
の
な
か
で
も
︑
架
蔵
本
の
本
文
を
踏
ま
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
指
摘
で
き
る
︒
す

な
わ
ち
︑
辞
世
歌
は
架
蔵
本
で
は
︑﹃
播
磨
椙
原
﹄
と
同
じ
く
﹁
風
さ
そ
ふ
﹂
で
あ
り
︑﹃
播
磨
椙
原
﹄
以
降
の
辞
世
歌
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
の

は
︑
架
蔵
本
の
系
統
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
辞
世
歌
以
外
で
も
傍
線
部
に
注
目
す
れ
ば
︑
架
蔵
本
と
の
相
似
性
は
動
か
な
い
︒
こ
の
前
後
の
本

文
は
︑
鹿
児
島
県
立
図
書
館
本
︑
架
蔵
本
と
も
に
類
似
し
た
本
文
で
あ
り
︑
い
ず
れ
と
も
断
じ
が
た
い
が
︑﹃
播
磨
椙
原
﹄
は
︑
架
蔵
本
の
系
統

の
本
文
を
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
︒

翻
刻
に
際
し
て
は
︑
三
宅
が
草
稿
を
作
成
し
︑
そ
れ
を
も
と
に
点
検
・
修
正
を
加
え
た
︒
ま
た
︑
翻
刻
本
文
中
に
施
さ
れ
た
加
筆
・
修
正
に
つ

い
て
も
︑
で
き
る
限
り
現
況
に
近
い
か
た
ち
で
三
宅
が
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
︒

︵
解
題
執
筆
者

山
田
和
人
)

︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

一
九
四



︻
凡
例
︼

�
翻
刻
本
文
の
表
記
は
現
在
通
行
の
字
体
を
基
本
と
し
た
︒

�
割
注
形
式
は
そ
の
ま
ま
翻
字
し
た
︒

�
空
欄
の
箇
所
は
︵
空
白
︶
で
示
し
た
︒

�
虫
喰
い
に
よ
る
判
読
不
能
箇
所
は
□
で
示
し
た
︒

�
｢
㕝
﹂
は
﹁
事
﹂︑﹁
〻
﹂
は
﹁
々
﹂︑﹁
ゟ
﹂
は
﹁
よ
り
﹂
と
し
た
︒

�
旧
漢
字
は
基
本
的
に
現
行
の
字
体
に
改
め
た
︒
た
だ
し
︑
固
有
名
詞
に
関
し
て
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
︒

︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

一
九
五



︻
翻
刻
︼

武
家
不
断
枕
上
巻
目
録

浅
野
長
矩
於
殿
中
意
趣
討
之
事

内
匠
頭
切
腹
被
仰
付
事

浅
野
大
学
江

分
地
被
仰
付
事

間
喜
兵
衛
女
房
自
害
之
事

友
部
蔵
人
久
光
妻
之
事

多
川
月
岡
江
戸
使
并

戸
田
氏
制
詞
之
事

赤
穂
城
騒
動
并

諸
士
行
蹟
品
々
之
事

義
士
盟
約
并

大
石
異
見
之
事
︵
目
録
オ
︶

赤
穂
城
渡
并

家
中
離
散
之
事

大
石
偽
而
不
行
跡
并

赤
穂
浪
人
易
容
事

大
石
父
子
并

小
野
寺
十
内
江
戸
下
向
之
事
︵
目
録
ウ
︶

武
家
不
断
枕
上

浅
野
長
矩
於
殿
中
意
趣
討
之
事

死
生
有
命
冨
貴
在
天
宦
位
俸
禄
無
随
身
諸
従
不
同
命
天
に
時
あ
り
地
に
財
あ
り
能
人
と
是
を
共
に
す
る
者
は
仁
也
仁
の
あ
る
所
天
下
帰
之
人
の
死

を
ゆ
る
し
人
の
難
を
解
人
の
患
を
す
く
ひ
人
の
急
を
救
ふ
は
徳
な
り
徳
の
あ
る
所
天
下
帰
之
人
と
憂
を
同
し
好
を
同
し
悪
を
同
し
ふ
す
る
も
の
は

義
也
義
の
あ
る
所
天
下
赴
也
凡
人
死
を
悪
ん
て
生
を
た
の
し
ふ
︵
�

オ
︶
徳
を
好
ん
て
利
に
帰
す
生
を
能
し
利
を
能
す
る
も
の
は
道
也
道
の
あ
る

︿
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所
天
下
帰
之
こ
ゝ
に
名
君
則
道
天
に
体
し
給
へ
は
四
海
帰
一
元
万
民
楽
四
の
時
常
に

（
空
白
）

の
化
に
袴
（
マ
マ
）て
長
に
巍
々
た
る
徳
を
仰
く
干
戈
篋
に
納
り

て
八
洲
に
つ
た
ふ
梓
弓
被
伝
に
し
武
の
武
を
蔵
た
る
武
蔵
野
や
草
よ
り
出
る
月
影
も
優
に
す
め
る
雲
の
上
霞
た
な
引
九
重
の
み
や
こ
は
春
の
花
の

こ
ろ
新
暦
の
御
慶
を
示
さ
れ
ん
た
め
恒
例
と
し
て
勅
使
正
親
町
前
大
納
言
柳
原
前
︵
�

ウ
︶
大
納
言
并

院
使
藤
谷
宰
相
参
向
あ
る
毎
歳
季
春
を
限

と
す
れ
は
此
時
元
禄
十
四
辛
巳
年
三
月
な
り
然
る
に
公
卿
御
馳
走
の
結
構
を
奉
り
当
役
播
州
赤
穂
の
城
主
浅
野
内
匠
頭
長
矩
知
行
五
万

三
千
石

急
命
を
蒙
り

伝
奏
屋
舗
に
相
詰
丁
寧
の
催
し
奇
麗
美
を
尽
し
賞
翫
善
を
尽
す
さ
れ
は
公
武
伝
奏
の
執
達
は
中
古
鎌
倉
将
軍
家
よ
り
以
来
吉
良
畠
山
大
友
今
川
等

の
高
家
を
以
其
裁
断
を
任
す
る
事
定
例
と
成
て
当
時
猶
か
く
の
こ
と
し
さ
る
に
よ
つ
て
︵
�

オ
︶
公
卿
御
滞
留
の
間
は
伝
奏
屋
敷
江

日
々
出
座
し

て
時
宜
を
見
分
内
外
の
挨
拶
は
す
へ
て
高
家
の
職
所
な
れ
は
万
は
か
ら
ひ
給
へ
り
其
比
同
列
の
高
官
吉
良
上
野
の
少
将
義
英
時
に
当
て
先
役
と
い

ひ
殊
に
一
座
の
古
老
な
れ
は
同
役
の
棟
梁
と
成
て
お
も
く
も
て
な
さ
れ
け
り
依
之
饗
應
の
役
人
は
吉
良
氏
よ
り
指
図
を
得
て
勤
ら
る
ゝ
筈
な
り
し

か
あ
れ
は
兼
日
音
信
の
賂
を
以
て
万
事
公
体
を
繕
ひ
給
ふ
へ
き
事
第
一
な
る
に
内
匠
頭
天
性
儒
学
を
好
み
専
ら
倹
約
を
本
と
し
珠
玉
錦
繍
を
除
て

︵
�

ウ
︶
身
の
奢
を
い
ま
し
め
賢
臣
を
挙
佞
人
を
遠
て
孔
孟
老
荘
の
学
に
冨
り
則
在
国
麗
正
書
院
を
建
文
学
の
輩
を
集
書
を
修
し
経
を
講
せ
し
む

る
と
い
へ
と
も
未
権
道
行
て
能
世
と
推
移
る
事
を
し
ら
す
唯
伯
夷
か
清
を
う
ら
や
み
陳
仲
子
か
無
欲
を
し
た
ひ
汶
々
を
不
更
察
々
を
以
我
独
り
醒

た
り
と
思
ふ
志
な
り
け
れ
は
強
て
高
家
対
し
て
も
賄
賂
を
繕
て
媚
る
事
更
に
な
し
又
吉
良
義
英
は
元
来
聊
貪
戻
に
し
て
動
は
佞
姦
の
気
さ
し
あ
る

人
な
り
け
れ
は
互
の
心
相
表
裏
︵
�

オ
︶
し
此
度
伝
奏
に
於
て
吉
良
と
浅
野
両
氏
の
あ
い
た
睦
し
か
ら
す
上
野
介
既
に
高
官
を
踏
老
功
に
袴
て
諸

士
に
た
か
ふ
り
け
る
折
か
ら
な
れ
は
内
々
心
中
に
私
曲
を
構
へ
後
日
の
難
を
わ
す
れ
い
か
に
も
し
て
内
匠
頭
に
恥
辱
を
あ
た
へ
い
つ
れ
の
時
か
意

雰
を
散
せ
ん
と
恰
積
欝
如
山
か
ゝ
る
所
江

内
匠
頭
よ
り
伝
奏
に
付
内
外
問
合
の
た
め
と
て
上
野
介
宅
江

両
度
に
及
ひ
見
舞
申
さ
る
ゝ
と
い
へ
と
も

義
英
方
に
或
時
は
偽
在
宿
せ
さ
る
由
を
答
へ
又
次
の
日
に
は
所
労
と
号
し
て
対
面
︵
�

ウ
︶
に
あ
た
は
す
其
後
長
矩
よ
り
使
者
を
以
て
内
意
を
伺

給
ひ
け
れ
と
も
し
か
〳
〵
の
返
事
も
な
し
使
再
三
に
及
て
や
う
〳
〵
上
野
介
よ
り
申
出
さ
る
ゝ
は
委
細
被
仰
越
候
趣
聞
届
侍
る
何
れ
も
同
役
の

面
々
と
参
会
の
序
に
令
相
談
追
而
是
よ
り
可
申
入
と
は
か
り
大
や
う
な
る
挨
拶
を
言
て
重
て
有
無
の
返
事
も
な
け
れ
は
長
矩
大
に
憤
り
を
ふ
く
み

怨
敵
の
思
ひ
茲
に
お
ゐ
て
生
す
誠
に
禍
一
朝
一
夕
の
故
に
あ
ら
す
と
は
後
に
そ
思
ひ
し
ら
れ
た
り
扨
其
後
伝
奏
屋
敷
江

上
野
介
を
は
し
︵
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め
大
澤
右
京
大
輔夫

畠
山
民
部
少
輔
品
川
豊
前
守
其
外
同
列
の
高
家
衆
相
詰
ら
れ
け
る
に
内
匠
頭
常
よ
り
も
威
義
つ
く
ろ
ひ
各
に
向
て
い
つ
れ
も
此

程
は
打
続
て
間
断
な
き
御
勤
近
比
御
苦
労
に
存
候
と
色
代
宜
し
く
申
さ
れ
し
に
上
野
介
会
釈
も
な
く
打
仰
な
か
ら
抑
御
辺
に
申
候
事
い
か
ゝ
奉
れ

と
も
此
度
の
御
馳
走
の
風
情
万
端
疎
略
の
や
う
に
被
存
候
間
我
等
の
座
中
江

被
仰
付
公
役
大
切
に
勤
さ
せ
ら
れ
候
へ
か
し
と
楚
忽
な
る
あ
い
さ
つ

申
さ
れ
し
か
は
内
匠
頭
い
と
ゝ
瞋
恚
焦
胸
必
定
︵



ウ
︶
此
意
恨
を
果
す
へ
き
時
節
も
か
な
と
思
ふ
心
の
底
深
く
是
そ
闘
諍
違
乱
の
禍
と
な
り
て

弥
増
の
憤
り
更
に
止
時
な
し
去
程
三
月
十
四
日
将
軍
よ
り
勅
答
被
仰
出
に
よ
つ
て
勅
使
院
使
江

御
対
顔
有
へ
し
と
て
御
老
中
を
始
諸
役
人
列
を
曳

て
登
城
あ
る
い
ま
た
出
御
前
な
る
に
御
白
書
院
の
末
席
に
吉
良
少
将
束
帯
に
て
相
詰
る
此
日
は
御
馳
走
人
も
装
束
の
筈
な
れ
は
浅
野
長
矩
薄
浅
黄

の
浮
泉
綾
の
指
貫
に
玉
虫
色
の
直
垂
を
着
し
大
廊
下
に
伺
候
す
此
時
に
当
て
︵
�

オ
︶
又
そ
や
上
野
介
長
矩
に
対
し
て
申
さ
れ
け
る
は
い
か
に
内

匠
頭
殿
若
年
と
は
申
な
か
ら
此
節
の
御
馳
走
す
へ
て
麁
相
に
覚
へ
候
已
後
と
て
も
か
や
う
の
御
役
可
被
仰
付
事
に
候
へ
は
兼
而
よ
り
物
毎
御
念
を

入
ら
れ
疎
略
に
無
之
様ニ

と
存
候
と
よ
そ
な
か
ら
御
老
中
大
目
付
衆
な
と
の
耳
へ
も
響
申
せ
か
し
と
姧
き
挨
拶
を
せ
ら
れ
け
れ
は
内
匠
頭
早
恨
の
数

透
骨
髄
難
忍
無
道
を
殺
し
て
就
有
道
に
謂
に
も
あ
ら
ね
と
た
ゝ
暴
虎
馮
河
の
血
気
の
勇
押
へ
か
た
け
れ
は
二
言
を
ま
た
す
其
ま
ゝ
小
太
刀
を
︵
�

ウ
︶
抜
は
つ
し
義
英
の
冠
の
上
よ
り
た
ゝ
一
太
刀
に
と
打
付
し
か
と
も
冠
に
障
て
太
刀
先
後
江

流
れ
け
る
二
の
太
刀
を
執
直
し
腰
の
あ
た
り
を
切

け
る
に
石
の
帯
に
隔
ら
れ
思
ふ
ま
ゝ
に
打
れ
さ
り
し
は
上
野
介
か
い
ま
た
運
の
強
き
所
に
や
あ
ら
ん
義
英
二
ヶ
所
の
薄
手
負
て
あ
つ
と
い
ふ
て
倒

れ
し
所
に
二
の
丸
の
御
留
守
居
梶
川
与
三
兵
衛
御
産
所
の
御
身
奉
て
大
奥
江

通
り
け
る
折
か
ら
な
れ
は
見
る
と
等
し
く
高
声
に
内
匠
頭
乱
心
そ
と

呼
は
つ
て
飛
か
ゝ
り
後
よ
り
掻
懐
先
小
太
刀
︵
	

オ
︶
を
執
け
れ
は
重
て
働
へ
き
や
う
も
な
く
し
て
打
と
め
さ
る
こ
そ
無
念
な
れ
事
静
て
後
与
三

兵
衛
早
速
押
留
け
る
段
神
妙
な
り
と
御
感
有
て
知
行
五
百
石
加
増
被
仰
付
け
れ
は
い
か
な
る
者
の
所
為
に
や
与
三
兵
衛
屋
敷
の
前
に
札
を
立
て

梶
川
の
流
に
う
か
ふ
与
三
米
た
く
み
と
る
手
に
握
る
御
加
増

又
吉
良
少
将
の
門
に
張
紙
し
て

朝
の
間
に
た
く
み
し
事
も
い
た
つ
ら
に
切
ら
れ
し
人
の
疵
は
少
々

偖
上
野
介
を
は
御
馳
走
人
の
内
伊
達
左
京
亮
宗
春
︵
	

ウ
︶
引
立
て
椽
端
江

つ
れ
出
す
時
に
御
老
中
若
年
よ
り
大
目
付
衆
彼
是
大
勢
集
り
散
々
怒

︿
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り
給
り
て
内
匠
頭
を
は
休
息
部
屋
江

押
込ミ

御
徒
目
付
御
小
人
目
付
を
相
添
き
ひ
し
く
守
護
せ
ら
れ
上
野
介
を
は
流
る
ゝ
血
を
留
さ
せ
別
所
の
部
や

に
入
置
る
ゝ
大
廊
下
の
青
畳
朱
に
染
て
殿
中
の
騒
動
は
不
及
申
即
日
江
戸
中
走
馬
頻
波
を
立
て
何
事
と
は
不
知
御
城
中
に
お
ゐ
て
喧
嘩
あ
り
と
訇

り
貴
賤
老
若
東
西
南
北
江

無シ
㆓

四
度
計
㆒

偖
殿
中
に
は
血
穢
を
改
ら
れ
畳
を
敷
替
御
対
顔
相
済
て
︵
�

オ
︶
以
後
内
匠
頭
を
は
田
村
右
京
太
夫
建
顕

に
御
預
納
代
輿
に
乗
て
諸
士
路
を
囲
や
か
て
屋
敷
江

つ
れ
越
上
野
介
を
は
親
類
の
中
荒
川
丹
波
守
酒
井
主
馬
介
を
召
連
被
仰
渡
け
る
は
誠
に
義
英

事
過
た
り
と
い
へ
と
も
殿
中
を
は
ゝ
か
り
太
刀
打
不
仕
之
段
神
妙
の
旨
御
感
に
お
ほ
し
め
さ
る
依
之
何
の
御
構
も
無
之
間
宿
所
江

帰
り
手
疵
養
生

仕
る
へ
し
と
か
た
し
け
な
き
上
意
を
蒙
り
一
類
中
介
抱
し
て
帰
宅
せ
ら
る

内
匠
頭
に
切
腹
被
仰
付
事
︵
�

ウ
︶

三
月
十
四
日
の
晩
景
に
大
目
付
庄
田
下
総
守
并

平
目
付
大
久
保
権
左
衛
門
多
川
伝
八
郎
右
三
人
に
御
徒
目
付
四
人
御
小
人
目
付
六
人
差
添
ら
れ
田

村
右
京
太
夫
館
江

遣
し
内
匠
頭
に
仰
渡
さ
れ
候
趣
は
今
日
於
殿
中
の
挙
動
譬
偏
執
に
も
せ
よ
日
来
の
宿
意
に
も
せ
よ
法
令
を
我
意
に
み
た
る
罪
責

甚
不
㆑

軽
依
之
速
に
赤
穂
の
領
地
被
召
上
切
腹
被
仰
付
之
旨
申
渡
さ
る
れ
は
其
時
内
匠
頭
謹
て
各
に
向
て
申
さ
る
ゝ
は
誠
に
運
尽
途
窮
て
俈
る
辱

に
あ
ふ
事
の
あ
さ
ま
し
さ
是
併
前
世
の
宿
報
の
所
令
︵
�

オ
︶
然
乎
更ニ

其
是
非
を
不
弁
と
い
へ
と
も
一
旦
短
慮
の
血
気
に
任
せ
て
殿
中
を
不
憚
私

の
意
趣
果
さ
ん
と
仕
候
事
其
恐
れ
不
少
然
れ
は
責
帰
壱
人
謂
其
罪
謝
す
る
無
所
須
た
と
ひ
三
族
の
刑
に
伏
ら
る
ゝ
と
も
今
更
後
悔
可
仕
に
あ
ら
す

乍
去
亡
名
を
先
祖
に
汚
し
辱
を
天
下
の
人
口
に
か
け
申
事
残
念
に
存
候
へ
共
当
時
有
か
た
き
長
命
を
蒙
り
及
切
腹
候
段
此
上
の
幸
迷
途
黄
泉
赴
て

も
猶
君
恩
難
忘
本
望
と
ゐ
ん
き
ん
に
御
請
申
上
ら
る
日
既
内
樋
に
耀
く
程
に
成
ぬ
さ
ら
て
た
に
暮
行
春
の
ち
り
︵
�

ウ
︶
か
て
な
る
花
の
色
返
照

の
鐘
に
透
引
来
り
て
匂
い
も
い
と
ゝ
な
つ
か
し
く
霞
た
な
引
気
幸
迄
も
い
と
艶
な
る
黄
昏
に
か
く
て
時
刻
移
り
ぬ
と
検
使
の
人
々
頻
り
に
最
期
を

急
ぐ
催
し
の
声
雲
井
に
か
よ
ふ
心
地
し
て
空
の
な
こ
り
も
今
を
限
り
と
思
は
れ
年
来
和
哥
の
浦
波
に
思
ひ
を
よ
せ
て
筑
紫
の
陰
に
志
を
は
こ
ひ
優

に
や
さ
し
き
心
も
有
け
れ
は
辞
世
の
哥
に

風
さ
そ
ふ
花
よ
り
も
又
我
は
猶
春
の
名
残
を
い
か
に
と
か
せ
ん

か
く
て
時
移
り
て
酉
の
下
刻
書
院
の
庭
に
台
を
も
︵
�

オ
︶
ふ
け
て
畳
を
重
ね
其
上
に
緋
嵯
を
敷
内
匠
頭
座
に
着
て
後
三
方
に
扇
を
添
て
出
す
大体

︿
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切
腹
人
江

真
剣
を
不
出
御
作

法
也
但
し
時
に
よ
る
へ
し

介
錯
は
御
徒
目
付
磯
村
武
太
夫
也
イ
カ
ナ
ル
心
得
に
や
内
匠
頭
自
身
の
指
料

に
て
介
錯
あ
ら
れ
度
願
也
依
之
用
之
由
也

長
矩
肌
を
ぬ
き
扇
に
手
を
懸
申
と
否
首
は
前
に
落
ぬ
あ
ゝ
留
え

ぬ
無
常
の
殺
鬼
唯
心
己
身
を
襲
来
り
て
行
年
僅
三
十
二
か
ひ
な
き
名
の
み
曙
の
春
の
夢
と
そ
成
に
け
り
は
か
な
か
り
し
最
期
な
り
や
か
て
畳
紙
に

首
を
請
右
の
三
方
に
戴
て
大
目
附
の
実
検
に
入
死
骸
を
は
白
小
袖
に
つ
ゝ
み
大
広
蓋
に
の
せ
首
と
共
に
右
京
︵
�

ウ
︶
太
夫
か
家
類
に
も
た
せ
磯

野
武
太
夫
相
添
玄
関
江

掻
出
先キ

達
て
死
骸
を
内
匠
頭
弟
浅
野
大
学
方
江

引
被
召
申
旨
被
仰
渡
に
依
大
学
よ
り
差
図
を
以
て
内
匠
頭
側
用
人
片
岡
源

五
右
衛
門
馬
廻
り
間
喜
兵
衛
両
人
に
徒
士
数
多
差
添
乗
物
掻
せ
て
遣
置
則
右
京
太
夫
玄
関
に
お
ゐ
て
受
取
亡
君
の
屋
舗ニ

立
帰
る
あ
り
さ
ま
ほ
ゐ
な

か
り
け
る
次
第
な
り
惜
か
な
浅
野

家
の
上
下
悲
歎
周
章
は
い
ふ
に
言
葉
な
し
是
を
聞
伝
る
△

に
咲
る
春
の
花
随
㆓

方ニ

流
不
㆑

帰
水ニ
㆒

奈
何
武
蔵
野
ゝ
夜
の
月
入
㆓

不
㆑

晴
虚
名
雲
㆒

さ
れ
は
△
乀
し
る
も
し
ら
さ
る
も

貴
賤
滴
泪
慕
也
遠
近

呑
声
悲
死
あ○浅

ゝ
此
日
い
か
な
あ
ゝ
る
○
日
そ
や
元
︵
10
オ
︶
禄
十
四
年
三
月
十
四
日
眉
の
あ
た
り
か
ゝ
る
事
の
あ
る
□
□
に
よ
り
て

過
昔
の
た
め
し
を
お
も
ふ
に

し
を
か
へ
り
見
れ
は
天
和
年
中
稲
葉
侍
従
一
殺
多

生
の
理
に
よ
つ
て
堀
田
少
将
を
打
れ
し
に
即
日
殿
中
の
騒
動
希
代
の
珍
事
と
沙
汰
せ
し
か
彼
は
依
恩
命
を
か
ろ
く
す
る
所
是
は
私
の
宿
意
を
以
し

か
も
存
念
を
果
し
遂
す
い
た
つ
ら
に
横
死
せ
ら
れ
し
事
無
詮
か
な
抑
稲
葉
とに

わ
た
る
秋
風
と

浅
野
に
戦
く
春
風
と

と
も
に
し
ゆ
ら
道
の
く
る
し
み
を
う
く
る
と

こ
と
の
や
う
同
し
う
し
て

い
へ
と
も

陰
陽
不
等
公
私
の
理

乀
に
至
り
て
は

天
地
懸
隔

し
て
末
代
の
物
語
に
も
善
悪
智
と
愚
と

せ
り

す
と
い
へ
と
も
彼
も
一
時
ふ
た
つ
に
語
り
伝
ふ

也
是
も
一
時
也
誰
か
天
誅
を
蒙
さ
ら
ん
誠
に
乀

や
前
車
の
覆
を
み
て
後
車
の
戒
と
す
へ
き
事
尤
な
り
と
そ
︵
10
ウ
︶

浅
野
大
学
江

分
地
被
仰
付
事

夫
撫
剣
敵
一
人
血
気
の
所
為
匹
夫
の
勇
用
ゆ
る
に
た
ら
す
殊
に
主
将
た
る
へ
き
人
思
慮
短
き
働
あ
れ
は
下
民
の
患
止
時
な
し
さ
れ
は
内
匠
頭
長
矩

事
於
殿
中ニ

の
ふ
る
ま
ひ
偏
に
乱
心
の
致
す
所
な
れ
は
是
非
の
評
議
に
不
可
及
と
い
よ
〳
〵
狂
気
に
落
着
し
て
則
切
腹
被
仰
も
の
也
十
四
日
の
晩
景

に
内
匠
頭
従
弟
戸
田
采
女
正
正
氏
定
を
御
老
中
土
屋
相
模
守
宅
江

招
き
被
申
渡
け
る
は
抑
内
匠
頭
儀
乱
心
と
は
申
な
か
ら
勅
答
の
折
か
ら
殿
中
御

座
近
く
︵
11
オ
︶
に
於
て
狼
藉
の
仕
方
時
節
を
わ
き
ま
へ
さ
る
其
過
御
当
代
未
曾
有
の
事
也
依
之
上
の
御
立
腹
甚
し
き
所
な
れ
は
亡
跡
に
於
て
分

地
の
御
沙
汰
に
も
及
ま
し
き
事
な
れ
と
も
彼
か
先
祖
の
武
功
を
思
召
付
ら
れ
御
仁
心
を
以
弟
大
学
江

分
地
三
千
石
名
蹟
と
し
て
宛
行
は
る
ゝ
所
也

然
り
と
い
へ
と
も
大
学
義
当
時
し
は
ら
く
閉
門
被
仰
付
候
間
此
段
有
難
可
被
存
候
者
内
匠
頭
江
戸
詰
の
家
中
妻
子
資
財
相
仕
舞
親
類
縁
者
の
方
江

片
付
可
申
候
其
内
譜
代
の
家
老
并

由
緒
有
之
侍
は
︵
11
ウ
︶
大
学
方
江

呼
取
扶
持
致
す
へ
き
者
な
り
惣
し
て
家
中
騒
動
不
仕
様
に
下
知ヲ

加
へ
可
被

︿
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申
由
申
渡
さ
る
ゝ
に
付
采
女
正
委
細
領
掌
し
て
帰
ら
れ
頓
て
此
旨
大
学
江

相
達
し
其
後
内
匠
頭
遺
宅
に
於
て
在
江
戸
の
侍
江

上
意
の
趣
申
聞
せ
ら

れ
け
る
に
何
も
無
力
風
情
に
相
見
え
互
に
目
を
側
つ
ゝ
悲
歎
の
涙
に
梶
を
砕
き
闇
夜
に
灯
を
失
ひ
瞽
の
枝
に
離
し
こ
と
く
惘
然
と
し
た
る
は
か
り

也
中
に
も
猛
勇
義
士
憤
り
を
含
相
手
上
野
介
を
は
何
の
御
構
な
く
さ
し
置
れ
主
君
の
名
跡
は
僅
は
か
り
立
︵
12
オ
︶
置
れ
候
事
誠
に
ほ
ゐ
な
き
次

第
に
思
ひ
け
れ
と
も
私
を
以
て
上
の
大
義
を
は
か
ら
ふ
へ
き
に
あ
ら
ね
は
不
及
是
非
無
知
な
か
ら
采
女
正
指
図
を
得
て
大
学
方
江

人
分
し
て
無
用

の
も
の
は
お
も
ひ
〳
〵
に
妻
子
を
引
つ
れ
離
散
し
ぬ
赤
穂
に
所
縁
有
之
者
共
は
路
銀
の
配
分
を
得
て
急
き
播
磨
江

下
り
け
り
爰
に
内
匠
頭
同
姓
の

祖
家
松
平
安
芸
守
綱
長
熟
思
慮
を
め
く
ら
さ
る
ゝ
に
大
学
江
戸
の
栖
な
ら
は
以
後
殿
中
又
□
途
中
に
於
て
吉
良
上
野
介
父
子
に
出
合
申
節
も
あ
る

へ
し
彼
と
是
と
は
怨
敵
の
思
ひ
尽
未
︵
12
ウ
︶
来
際
休
時
有
へ
か
ら
す
然
は
後
日
に
い
か
な
る
凶
事
か
出
来
り
又
そ
や
公
儀
に
御
恵
を
得
の
み
に

あ
ら
す
且
は
我
等
か
為
に
も
不
可
然
所
詮
僅
な
る
分
地
を
申
請
小
義
思
ひ
て
巨
害
を
わ
す
る
へ
き
に
あ
ら
す
と
て
綱
長
願
を
申
出
大
学
江

被
下
た

る
分
地
を
差
上
そ
れ
よ
り
大
学
を
は
安
芸
守
領
分
芸
州
広
島
江

呼
下
し
新
造
に
移
し
置
て
養
育
せ
ら
れ
け
る
思
慮
の
程
こ
そ
浅
か
ら
ね
去
程
に
浅

野
長
矩
か
死
骸
を
片
岡
源
五
右
衛
門
間
喜
兵
衛
両
人
田
村
右
京
太
夫
玄
関
に
て
請
取
亡
蹟
の
屋
敷
に
立
帰
︵
13
オ
︶
乗
物
を
奥
に
掻
入
れ
は
奥
方

を
始
局
上
郎
中
居
端
女
に
い
た
る
迄
皆
同
音
に
わ
つ
と
嗁
て
悲
み
け
る
あ
り
さ
ま
断
と
め
て
哀
な
り
慈
に
間
喜
兵
衛
か
妻
は
長
矩
幼
稚
の
時
よ
り

乳
房
を
取
て
成
人
あ
り
し
事
な
れ
は
勝
て
馴
染
深
し
急
奥
江

は
し
り
参
り
て
其
ま
ゝ
御
死
骸
に
取
付
忙
然
と
し
て
しシ

は
し
は
物
も
い
は
さ
り
し
か

や
ゝ
有
て
落
る
泪
を
押
へ
掻
口
説
け
る
は
殿
い
と
け
な
く
お
は
し
ま
し
け
る
に
襁
褓
の
中
よ
り
抱
育
申
て
う
つ
る
月
日
に
い
つ
と
な
く
人
と
な
ら

せ
給
ふ
に
そ
わ
ら
は
か
心
に
い
か
は
か
り
か
悦
ひ
︵
13
ウ
︶
参
ら
せ
候
し
を
思
ひ
し
事
も
い
た
つ
ら
に
頼
甲
斐
な
き
は
ゝ
木
々
の
あ
り
と
も
見
え

ぬ
御
身
の
上
問
も
淋
し
き
松
風
を
今
は
苔
の
下
に
の
み
む
な
し
く
聞
し
め
す
ら
ん
お
よ
そ
人
の
命
の
は
か
な
き
事
貴
賤
老
少
差
別
な
し
と
は
承
り

候
へ
と
も
世
に
は
七
八
十
迄
存
へ
あ
ら
な
ら
ひ
な
る
に
い
ま
た
四
十
に
も
た
り
給
は
て
か
く
浅
ま
し
う
な
ら
せ
給
ふ
事
尤
御
短
慮
な
る
御
ふ
る
ま

ひ
ゆ
へ
と
は
申
な
か
ら
う
た
て
し
き
殿
の
御
心
や
御
相
手
を
も
し
と
め
給
は
て
か
く
も
御
腹
め
さ
れ
し
事
さ
そ
や
ほ
ゐ
な
く
覚
し
め
さ
る
へ
き
と

余
り
︵
14
オ
︶
御
い
た
は
し
う
て
女
心
の
や
る
せ
な
く
わ
す
れ
て
は
夢
か
と
そ
の
み
思
は
れ
参
ら
せ
誠
に
う
き
世
の
無
常
は
さ
る
事
な
れ
と
も

か
ゝ
る
あ
へ
な
き
事
や
は
あ
る
今
は
世
に
あ
り
て
も
何
か
せ
ん
と
な
き
御
か
ら
を
お
し
動
し
ひ
た
す
ら
御
余
波
を
お
し
み
奉
り
消
入
は
か
り
歎
き

︿
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惑
ふ
奥
方
は
左
右
の
事
も
の
給
は
す
あ
き
れ
て
ひ
れ
ふ
し
給
へ
り
宮
仕
の
女
房
家
中
の
妻
女
何
も
一
間
に
並
ゐ
て
守
り
明
す
短
夜
墓
な
ふ
明
行
は

さ
て
あ
る
へ
き
に
あ
ら
す
泣
〳
〵
御
死
骸
を
石
櫃
に
納
め
芝
高
輪
泉
岳
寺
は
浅
野
家
代
々
の
菩
提
所
な
れ
は
︵
14
ウ
︶
憤
墓
を
筑
教
養
作
善
穏
便

□
□
□
る
法
名
は
冷
光
院
殿
前
少
府
朝
散
太
夫
吹
毛
玄
利
大
居
士
と
そ
号
し
け
る

間
喜
兵
衛
女
房
自
害
の
事

間
喜
兵
衛
か
妻
は
御
葬
送
の
御
供
し
て
悲
歎
の
泪
襟
に
余
り
弥
増
の
思
ひ
胸
に
満
宿
所
に
帰
り
て
夫
喜
兵
衛
并

十
次
郎
新
六
と
て
若
年
の
子
共
に

近
付
泪
を
押
へ
て
申
け
る
は
誠
に
殿
の
御
無
念
の
程
を
し
は
か
り
奉
り
わ
ら
は
い
か
に
も
し
て
主
君
の
敵
を
取
て
御
墓
所
に
そ
な
へ
迷
途
黄
泉
の

旅
路
を
も
休
め
申
度
願
候
へ
共
女
性
と
し
て
力
に
ま
か
せ
︵
15
オ
︶
す
あ
わ
れ
何
と
そ
謀
を
め
く
ら
し
御
相
手
を
打
取
草
葉
の
陰
な
君
の
御
憤
り

を
は
ら
し
申
さ
せ
給
へ
か
し
扨
又
十
次
郎
新
六
苟
し
く
も
弓
箭
の
家
に
生
れ
君
の
為
親
の
た
め
に
忠
孝
を
存
し
死
命
比
之
毫
毛
猶
可
重
夫
侍
は
戦

場
に
望
て
敵
と
組
死
を
あ
ら
そ
ふ
今
為
君
守
義
致
命
其
用
異
な
り
と
い
へ
と
も
共
に
理
り
は
同
し
か
る
へ
し
早
く
一
命
を
抛
て
多
年
の
給
仕
厚
恩

を
報
せ
よ
か
し
と
打
塩
垂
て
諫
け
る
か
小
夜
も
や
う
〳
〵
更
行
は
唯
独
一
間
に
入
幽
な
る
灯
の
下
に
枕
を
唆
て
こ
し
か
た
行
末
を
そ
こ
は
か
と
な

く
︵
15
ウ
︶
思
ひ
つ
ゝ
け
有
し
に
も
似
ぬ
世
の
中
の
う
つ
ろ
ふ
花
の
色
か
へ
て
か
ゝ
る
へ
し
と
は
兼
て
よ
り
今
身
の
上
に
白
藤
の
も
つ
れ
て
解
ぬ

思
ひ
の
き
つ
な
一
つ
に
わ
き
か
ね
よ
し
や
命
存
へ
て
夕
の
日
に
子
孫
を
愛
す
へ
き
身
に
し
あ
ら
ね
は
年
来
の
恩
の
為
に
命
を
捨
恩
愛
妹
背
の
道
に

先
た
ち
残
し
人
に
義
を
す
ゝ
む
る
事
是
こ
そ
我
本
意
な
り
と
い
ひ
も
あ
へ
す
起
直
り
小
脇
差
を
抜
て
心
も
と
に
突
立
旦
の
露
と
そ
消
に
け
る
け
に

や
女
性
な
れ
と
も
道
を
わ
す
れ
す
命
を
白
刃
の
下
に
お
と
し
名
を
蒼
天
の
上
揚
や
︵
16
オ
︶
さ
し
か
り
け
る
ふ
る
ま
ひ
な
り
喜
兵
衛
父
子
あ
つ
と

い
ふ
声
に
驚
き
取
付
み
れ
は
早
言
切
れ
果
に
け
り
さ
し
も
亡
君
の
歎
の
上
に
又
そ
や
か
ゝ
る
う
き
目
を
か
さ
ね
今
は
流
石
に
力
な
く
矢
た
け
心
も

弱
く
な
り
関
来
る
涙
を
押
へ
か
ね
て
居
り
し
か
良
あ
つ
て
喜
兵
衛
き
つ
と
起
直
り
二
人
の
愛
子
向
て
申
け
る
は
偖
も
我
々
思
は
す
も
不
幸
の
愁
に

沈
む
是
併
前
世
の
宿
執
の
つ
た
な
き
故
と
お
も
へ
は
今
更
悔
へ
き
に
あ
ら
す
抑
女
心
に
さ
へ
殿
の
御
憤
り
を
奉
察
斯
自
害
に
及
ふ
事
誠
に
切
な
る

所
な
り
い
か
に
も
し
て
御
相
手
上
野
︵
16
ウ
︶
介
殿
を
打
取
亡
魂
に
手
向
奉
ら
は
忠
孝
の
道
是
に
越
事
有
へ
き
や
と
言
葉
涼
し
く
諫
れ
と
も
妹
背

の
別
れ
に
ほ
た
さ
れ
て
涙
は
か
り
そ
す
ゝ
み
け
る
其
時
十
次
郎
新
六
口
を
そ
ろ
へ
こ
は
い
ひ
か
ひ
な
き
御
形
勢
や
な
母
上
の
御
事
は
あ
な
か
ち
歎

︿
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き
覚
し
め
し
て
も
帰
ら
せ
給
は
ぬ
事
也
強
而
悲
し
み
給
る
な
は
後
世
の
罪
も
重
か
る
へ
く
存
候
へ
当
時
か
ゝ
る
仕
合
の
上
上
野
殿
こ
そ
主
君
の
讐

次
て
は
母
の
敵
に
て
候
へ
は
義
の
責
る
所
共
に
天
を
い
た
ゝ
く
へ
か
ら
す
御
心
易
被
思
召
候
へ
虎
と
見
て
石
に
た
つ
矢
も
あ
り
︵
17
オ
︶
そ
海
の

深
計
略
を
め
く
ら
し
何
と
そ
怨
敵
を
打
取
亡
魂
に
手
向
奉
ら
は
忠
孝
の
道
是
よ
り
大
な
る
有
へ
き
を
や
と
遖
勇
な
る
挨
拶
を
聞
て
父
喜
兵
衛
適
役

し
石
竹
の
花
の
姿
の
匂
ひ
や
か
に
兄
弟
同
し
思
ひ
に
て
万
の
道
に
も
賢
く
お
と
な
し
く
生
立
ぬ
れ
は
我
身
の
老
と
な
り
行
を
も
不
知
い
つ
か
は
成

長
し
て
父
か
家
業
を
相
績
し
君
に
宮
仕
し
奉
ら
ん
を
見
ん
と
の
み
思
ひ
し
に
弓
箭
の
道
は
さ
る
事
な
れ
と
も
か
ゝ
る
不
幸
に
逢
ぬ
る
彼
等
か
運
命

の
短
さ
よ
と
猶
恩
愛
の
遣
方
な
き
問
へ
る
言
葉

黙
ア
チ
キ
ナ
ク

振
ひ
余
り
の
事
︵
17
ウ
︶
に
今
は
又
あ
き
れ
て
涙
も
落
さ
り
け
り
偖
限
り
あ
る
道
な
れ
は

荼
毘
の
い
と
な
ひ
取
し
た
ゝ
め
泣
〳
〵
教
養
し
た
り
け
る
人
間
わ
つ
か
五
十
年
刃
に
か
ゝ
る
あ
た
し
身
は
惜
へ
し
歎
へ
し
誠
に
は
か
な
き
有
様
と

聞
人
袖
を
し
ほ
り
け
る

友
辺
蔵
人
久
光
か
妻
の
事

さ
れ
は
列
女
の
名
を
残
し
貞
潔
の
義
を
立
た
る
往
昔
を
考
れ
は
平
相
模
守
権
柄
の
比
無
実
讒
に
依
て
横
死
し
た
る
羽
州
の
住
人
佐
竹
義
顕
か
普
代

相
伝
の
郎
等
友
辺
蔵
人
久
光
か
妻
な
り
一
と
せ
物
詣
の
帰
る
さ
に
路
の
辺
に
︵
18
オ
︶
怪
し
の
萱
屋
あ
り
年
久
し
く
住
馴
し
と
見
え
て
木
立
物
ふ

り
苔
に
埋
る
ゝ
柴
の
あ
み
戸
格
子
半
蔀
い
と
故
つ
き
た
る
さ
ま
な
り
久
光
過
か
て
に
馬
打
よ
せ
生
垣
の
上
よ
り
見
越
た
る
に
年
の
程
二
八
に
少
し

あ
ま
る
や
と
見
え
し
女
の
貴
な
る
か
す
の
こ
に
出
て
竹
の
檻
に
靠
り
て
垣
根
に
袴
る
夕
㒵
の
艶
な
る
目
か
れ
も
せ
す
詠
入
て
涼
居
た
り
久
光
は
其

色
香
の
え
な
ら
ぬ
愛
き
や
う
つ
き
た
る
に
心
う
か
れ
具
し
た
り
し
下
部
等
か
思
は
ん
す
る
所
の
恥
し
さ
も
打
忘
れ
て
馬
も
不
近
踉
蹡
た
り
女
は
見

る
人
あ
り
と
も
し
ら
す
何
や
ら
ん
︵
18
ウ
︶
口
す
さ
み
て
唯
独
り
嘯
き
居
た
る
に
折
節
時
鳥
雲
井
に
音
信
け
る
を
ふ
り
上
て
見
る
さ
ま
に
久
光
か

顔
と
見
合
た
り
女
は
し
た
な
き
さ
ま
も
や
は
仕
た
り
け
る
に
や
と
い
と
い
と
う
は
つ
か
し
け
な
り
久
光
い
と
ゝ
心
迷
ひ
声
ふ
る
い
て
物
申
さ
ん
と

云
け
る
に
女
面
に
紅
葉
し
て
袖
打
覆
て
は
し
り
入
ぬ
又
も
出
へ
き
や
と
尚
惘
然
と
し
て
居
た
る
程
に
は
や
黄
昏
過
る
に
そ
さ
の
み
は
と
て
帰
り
け

る
久
光
静
心
な
く
思
ひ
乱
れ
て
人
し
て
誰
人
の
栖
な
る
そ
と
問
せ
け
る
に
林
氏
の
何
某
と
か
や
の
流
さ
れ
て
お
は
す
る
か
其
娘
也
と
そ
︵
19
オ
︶

申
け
る
左
右
し
て
所
縁
を
求
め
数
重
り
し
水
茎
は
人
目
い
か
に
や
み
ち
の
く
の
浮
名
取
川
流
れ
来
て
人
の
情
の
浅
瀬
川
恋
ふ
る
泪
や
渕
と
な
り
け

︿
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む
例
に
も
と
て
年
月
を
へ
て
口
説
け
る
に
そ
遂
に
深
き
中
と
也
て
迎
へ
取
て
鴛
鴦
の
ち
き
り
睦
し
く
い
く
程
も
な
く
例
な
ら
す
な
り
て
男
子
を
な

む
も
ふ
け
る
ゝ
然
る
に
久
光
か
主
君
義
弘
滅
亡
の
期
来
り
高
時
の
為
に
打
れ
給
ひ
け
る
に
か
の
妻
久
光
に
向
て
申
け
る
は
此
世
の
中
も
今
は
さ
て

と
こ
そ
お
ほ
へ
候
公
の
御
一
家
さ
せ
る
罪
な
ふ
し
て
あ
へ
な
き
死
を
き
は
め
給
ふ
さ
れ
は
わ
れ
︵
19
ウ
︶
女
の
身
な
れ
は
い
つ
方
に
立
忍
ふ
と
も

命
の
み
は
さ
り
と
も
と
思
ひ
候
へ
共
誰
を
頼
て
存
ふ
へ
き
身
に
し
あ
ら
ね
は
君
に
先
立
参
ら
せ
二
夫
に
ま
み
へ
し
と
思
ふ
我
貞
節
を
も
見
せ
参
ら

す
へ
し
第
一
か
く
思
ひ
よ
り
候
事
も
猛
き
武
士
と
い
へ
と
も
妻
に
引
れ
て
義
に
望
ん
て
命
を
捨
最
期
も
浄
か
ら
す
心
な
ら
ぬ
不
覚
を
も
取
と
こ
そ

承
り
つ
れ
さ
ら
は
自
死
て
後
快
主
君
の
讐
を
報
せ
さ
せ
給
ふ
へ
し
九
品
の
台
と
か
や
に
て
庄
を
分
て
待
参
ら
す
へ
し
や
か
て
追
付
せ
給
へ
と
い
ひ

捨
て
守
り
刀
を
抜
て
口
に
ふ
く
み
う
つ
伏
︵
20
オ
︶
に
成
て
終
に
空
に
し
く
成
に
け
り
最
哀
に
や
さ
し
か
り
け
り
久
光
も
涙
に
く
れ
更
に
前
後
も

覚
へ
さ
り
し
と
也
其
子
友
辺
光
豊
母
か
遺
戒
を
丹
府
に
納
め
其
後
左
兵
衛
督
義
貞
の
手
に
属
し
て
鎌
倉
を
責
亡
君
の
憤
を
や
す
め
亡
母
の
感
義
報

し
け
る
と
な
り
さ
れ
は
間
喜
兵
衛
か
女
房
と
友
辺
久
光
か
妻
と
古
今
時
を
同
し
ふ
せ
す
と
い
へ
と
も
亡
志
一
な
り
貞
節
深
厚
の
至
り
誰
か
不
感
之

乎

多
川
月
岡
江
戸
使
并

戸
田
氏
制
詞
の
事

内
匠
頭
非
常
の
刃
に
命
を
陥
し
給
ひ
て
後
赤
穂
に
︵
20
ウ
︶
は
闇
夜
に
灯
消
て
行
人
蹇
た
る
か
こ
と
し
ま
つ
殿
中
喧
嘩
の
註
進
と
し
て
内
匠
頭
在

江
戸
の
士
早
水
藤
左
衛
門
萱
野
三
平
両
人
三
月
十
四
日
午
の
下
刻
江
戸
表
発
足
す
又
切
腹
の
註
進
に
は
物
頭
原
宗
右
衛
門
馬
廻
り
大
石
瀬
左
衛
門

両
人
同
十
四
日
の
夜
丑
の
上
刻
打
立
江
戸
よ
り
赤
穂
江

行
程
百
七
十
余
里
の
隔
を
各
五
日
に
着
た
り
け
る
元
来
此
家
先
祖
長
政
よ
り
已
来
武
備
に

長
し
て
殊
に
家
老
大
石
内
蔵
助
良
雄タ

カ

節
義
を
尽
㆑

上
慈
愛
を
施
下
勇
敢
最
秀
一
也
武
略
の
才
の
み
に
非
す
志
し
寛
︵
21
オ
︶
に
損
益
利
害
に
明
ら

か
な
り
け
れ
は
短
を
捨
て
長
を
取
大
に
付
て
小
を
か
へ
り
み
す
緩
な
る
を
お
ゐ
て
急
を
用
れ
は
何
事
行
て
も
其
切
下
坂
に
車
を
押
か
こ
と
し
此
さ

は
か
し
か
り
け
る
最
中
に
能
手
配
を
し
て
す
へ
て
家
中
の
引
払
に
舟
百
余
艘
を
集
め
白
紙
を
小
籏
に
拵
丹
を
以
て
一
二
三
の
文
字
を
書
付
舟
印
と

し
て
諸
士
に
番
組
を
定
め
家
々
の
荷
物
番
附
次
第
に
積
出
し
手
寄
の
方
に
退
た
り
け
る
依
之
雑
人
小
者
諍
論
せ
す
盗
奪
ふ
愁
も
な
く
さ
も
見
事
に

そ
有
け
り
さ
れ
は
家
中
の
︵
21
ウ
︶
人
々
年
来
の
恩
顧
を
わ
す
れ
妻
子
を
哀
み
財
宝
を
惜
み
行
末
の
の

（
マ
マ
）思
ひ
有
て
忠
義
を
捨
る
者
も
有
又
報
讐
の
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志
を
励
す
も
の
も
多
か
り
け
り
さ
れ
は
変
に
望
ん
て
人
心
の
翻
覆
す
る
事
恰
も
野
分
に
み
た
る
ゝ
草
葉
の
こ
と
し
患
難
憂
苦
其
時
と
共
に
行
ふ
も

の
稀
也
況
や
生
死
の
間
に
お
ゐ
て
お
や
こ
ゝ
に
内
蔵
介
在
国
の
諸
士
に
制
す
制
詞
を
加
ふ
其
條
に
曰

一
亡
君
の
敵
吉
良
上
野
介
殿
於
存
生
有
之
食
俸
禄
輩
不
報
讐
生
前
死
後
共
不
可
有
面
目
事
︵
22
オ
︶

一
亡
君
恩
顧
た
め
此
城
を
為
枕
可
遂
殉
死
申

一
無
拠
子
細ニ

付
当
城
於
罷
出
輩
は
至
江
戸
泉
岳
寺
切
腹
可
仕
事

巳
三
月
廿
三
日

偖
内
蔵
助
在
国
の
士
三
百
六
拾
余
人
有
し
を
但
医
師
徒
士
は
除
也
江
戸

詰
の
士
は
三
百
八
人
有
也

悉
城
中
江

呼
集
申
出
し
け
る
は
今
度
主
君
を
失
ひ
申
事
偏
に
吉
良
上
野
介
殿
故
な

れ
は
遺
恨
は
則
彼
人
也
毛
頭
公
義
に
対
し
奉
り
憤
り
あ
る
へ
か
ら
す
と
い
へ
と
も
主
君
や
み
〳
〵
と
生
害
さ
せ
容
易
城
を
開
渡
し
各
離
散
し
て

︵
22
ウ
︶
所
住
心
に
任
せ
何
の
面
目
に
青
天
白
日
を
見
ん
又
何
地
に
し
て
多
年
の
厚
恩
を
報
せ
ん
や
所
詮
た
ゝ
此
城
を
枕
と
し
て
打
死
す
る
の
外

別
義
あ
る
へ
か
ら
す
面
々
い
か
ゝ
心
得
ら
る
ゝ
と
辞
を
尽
し
義
励
し
異
見
せ
ら
れ
け
る
に
家
老
大
野
九
郎
兵
衛
父
子
を
始
大
野
は
一
家
老
也
城
代
ト
シ
テ
二

千
石
取
子
息
郡
右
衛
門
廿
二
歳
也

各
思
ひ
も
ふ
け
さ
る
事
な
れ
は
指
当
て
思
慮
に
あ
た
は
す

蹙
ア
ツ
メ

額
低
頭
て
挨
拶
す
る
人
な
か
り
け
り
し
か
れ
と
も
又
其
内
に
節
義
を
憶
ふ
者
有
て

大
石
と
同
志
に
し
て
城
を
枕
に
打
死
す
へ
き
よ
し
を
申
も
の
も
あ
り
か
く
て
大
石
相
家
老
ら
并

︵
23
オ
︶
用
人
物
頭
等
打
寄
亡
君
の
家
材
を
浅
野

大
学
殿
を
始
其
外
親
類
中
江

遺
物
と
し
て
配
る
を
相
定
次
に
譜
代
給
仕
の
役
人
に
は
刀
脇
差
一
腰
つ
ゝ
見
分
に
應
し
て
是
を
配
当
す
扨
又
内
匠
頭

数
年
の
用
金
を
取
出
し
知
行
高
百
石ニ

付
金
子
三
十
両
の
積
り
引
払
料
と
し
て
足
軽
に
至
る
迄
一
人
当
小
判
三
両
中
間
に
壱
両
二
分
と
相
定
宛
行
に

け
る
其
内
に
大
石
内
蔵
助
此
度
の
配
分
心
外
に
思
ひ
な
れ
と
も
内
々
大
義
の
存
念
有
之
故
人
並
に
金
子
を
得
た
り
家
老
分
の
者
は
三
千
両
余
の
配
分
を
受ル
是

は
何
の
家
に
も
家
老
は
再
奉
公
難
成
故
也

︵
23
ウ
︶
去
程
に
東
武
よ
り
城
受
取
の
上
使
発
向
の
よ
し
其
沙
汰
か
く
れ
あ
ら
さ
れ
は
大
石
良
雄
一
先
所
存
の
通
り
上
江

申
開ン

為
に
多
川
九
左
衛

門
月
岡
治
右
衛
門
を
以
俄
に
江
戸
に
訴
ふ
若
上
使
江
戸
表
発
足
に
於
て
は
願
の
筋
速
に
戸
田
采
女
正
殿
江

可
申
達
の
旨
い
ひ
ふ
く
め
口
上
書
を
相

渡
は
多
川
月
岡
両
使
委
細
承
り
て
三
月
廿
八
日
の
申
ノ
刻
に
赤
穂
を
打
立
夜
を
日
に
継
て
急
け
れ
は
漸
四
月
四
日
亥
の
刻
江
戸
に
下
着
し
て
尋
れ

は
上
使
は
も
は
や
発
足
也
と
聞
て
多
川
月
岡
は
則
亡
君
の
江
戸
家
老
安
井
彦
右
衛
門
藤
井
又
左
衛
門
に
︵
24
オ
︶
対
面
し
て
内
蔵
助
か
願
書
を
相

︿
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渡
せ
は
各
是
を
披
見
し
て
早
速
戸
田
采
女
殿
の
家
老
中
川
甚
五
兵
衛
方
江

か
く
と
案
内
す
れ
は
甚
五
兵
衛
や
か
て
藤
井
宅
江

馳
来
る
間
右
の
衆
中

出
会
大
石
方
よ
り
の
口
上
奥
に
申
達
其
上
に
て
願
書
を
相
渡
せ
は
甚
五
兵
衛
請
取
追
付
披
露
可
遂
由
色
代
し
て
退
座
す
翌
五
日
の
朝
甚
五
兵
衛
よ

り
切
紙
を
以
各
私
宅
江

可
被
参
の
旨
申
来ル
ニ

付
安
井
藤
井
并

赤
穂
の
両
使
打
つ
れ
中
川
か
館
に
至
れ
は
甚
五
兵
衛
并

近
習
番
頭
高
岡
代
右
衛
門
を
以

采
女
正
よ
り
被
申
出
け
る
は
抑
某
か
存
る
旨
を
︵
24
ウ
︶
赤
穂
の
者
共
納
得
可
仕
や
否
是
非
共
内
蔵
助
願
の
通
上
聞
に
達
し
可
申
候
と
尋
ね
有
し

に
付
安
井
を
始
両
使
の
者
申
け
る
は
此
上
に
於
て
何
と
そ
筋
の
立
候
御
思
慮
も
御
座
候
て
承
り
届ケ

上
江

訴
へ
申
候
義
用
捨
仕
り
帰
国
い
た
し
可
申

然
ら
は
采
女
正
殿
は
墨
付
を
申
請
内
蔵
助
に
納
得
致
さ
せ
申
度
候
間
又
々
此
段
被
仰
上
被
下
候
へ
か
し
と
断
申ニ

付
重
て
采
女
正
よ
り
一
書
を
あ
た

へ
ら
る
ゝ
彦
右
衛
門
始
両
使
の
者
即
座
拝
見
し
て
得
其
意
い
そ
き
罷
帰
り
此
旨
内
蔵
助
始
在
国
の
諸
士
江

可
申
聞
よ
し
︵
25
オ
︶
領
掌
し
て
亡
君

の
屋
舗
江

立
帰
り
ぬ

従
赤
穂
差
出
口
上
書
最
前
多
川
月
岡
両
使
采
女
正

殿
江

致
持
参
入
披
見
候
趣
也

今
度
内
匠
頭
於
殿
中
不
忠
上
狼
藉
之
働
仕
候ニ

付
御
法
式
之
通
被
仰
付
之
段
奉
畏
候
然
共
吉
良
上
野
介
殿
御
存
生
之
由
承
伝
候
得
は
苟
譜
代
恩
顧
之

者
共
当
城
離
散
仕
何
方
江

可
向
慮
外
此
意
趣
則
家
中
一
同
之
存
念ニ

而
御
座
候ニ

付
不
肖
之
老
臣
上
を
憚
雖
加
制
詞
申
何
も
田
舎
者
之
儀
御
座
候
へ
は

承
引
不
仕
候
若
離
散
仕
候
而
右
之
者
共
可
致
安
心
筋
も
有
之
候
は
各
︵
25
ウ
︶
別
之
儀
存
候
奉
対
上
毛
頭
御
恨
ヶ
間
敷
所
存
無
御
座
候
惟
自
滅
仕

報
厚
恩
可
申
心
酔
迄ニ

候
且
又
無
拠
子
細
有
之
当
城
被
出
者
に
お
ゐ
て
は
各
志
家
来
江
戸
於
泉
岳
寺
切
腹
可
仕
覚
悟
御
座
候
以
上

巳
三
月
廿
八
日

浅
野
内
匠
頭

家
老
番
頭
用
人

従
戸
田
采
女
正
赤
穂
江

返
状
之
文
言

多
川
九
左
衛
門
月
岡
治
右
衛
門
を
以
口
上
書
被
差
越
今
承
知
候
先
以
家
中
之
面
々
頗
楚
忽
了
簡ニ

覚
候
其
縁
者
江
戸
表
不
案
内
故
与
推
察
畢
抑
内
匠

頭
儀
日
頃
奉
重
︵
26
オ
︶
公
義
平
常
之
勤
仕
如
履
薄
臨
深
是
又
各
存
知
之
申
候
然
上
は
家
中
奉
公
筋
之
者
対
主
人
数
年
之
於
存
給
仕
速
其
地
引
払

当
城
無
滞
相
渡
申
事
第
一
謂
奉
進
上
且
内
匠
頭
年
来
之
存
念
も
可
相
叶
然
を
全
身
当
忠
義
何
事
如
之
哉
猶
以
不
及
申
入
候
得
共
追
々
差
図
之
通
被

相
守
穏
便
早
速
退
被
申
段
肝
要
之
事
候
此
旨
在
国
之
面
々
被
致
承
知
候
は
可
有
納
得
者
也

︿
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巳
四
月
五
日

戸
田
采
女
正
氏
定
判

浅
野
内
匠
頭

家
老
中
番
頭
中
用
人
中
目
附
中
惣
家
中
︵
26
ウ
︶

多
川
月
岡
右
の
返
状
請
取
帰
国
の
刻
内
匠
頭
江
戸
家
老
安
井
彦
右
衛
門
藤
井
又
左
衛
門
并

用
人
目
付
中
よ
り
在
国
の
役
人
江

申
送
り
け
る
趣
は
今

度
多
川
九
右
衛
門
月
岡
治
右
衛
門
両
使
を
以
被
申
越
通
委
細
采
女
正
殿
御
耳
に
達
し
候
所
に
則
返
状
被
来
下
且
又
我
々
共
江

口
上
に
被
仰
聞
候
意

趣
は
内
匠
頭
日
頃
公
儀
を
大
切
に
被
思
召
御
勤
仕
の
事
に
御
座
候
へ
は
此
上
に
於
て
亡
跡
の
義
い
か
や
う
に
被
仰
付
候
と
も
亡
君
の
御
所
存
毛
頭

上
江

の
御
怨
気
は
残
る
へ
き
様ニ

は
不
思
︵
27
オ
︶
召
寄
と
の
事ニ

候
然
ら
は
直
に
御
遺
跡
を
相
守
り
当
城
無
異
儀
開
渡
し
可
申
儀
内
匠
頭
殿
存
念
に

も
相
叶
家
中
諸
士
の
客
仕
神
妙
の
至
と
可
思
召
候
仮
令
各
願
の
筋
を
公
儀
江

言
上
申
た
り
と
も
相
達
し
可
申
様
に
は
不
被
存
却
而
御
不
審
を
蒙
り

候
は
ゝ
大
学
殿
を
始
御
一
門
方
の
為
不
可
然
と
の
御
事
に
候
采
女
殿
御
念
を
入
ら
れ
如
是
被
仰
越
候
事
は
す
へ
て
家
中
の
者
納
得
い
た
し
首
尾
能

や
う
に
と
御
了
簡
候
て
の
儀
に
有
之
候
間
弥
此
旨
を
考
速
に
城
を
引
渡
さ
れ
︵
27
ウ
︶
候
事
尤
に
存ル

の
由
申
含メ

四
月
六
日
の
曙
に
両
使
を
赤
穂
江

帰
し
け
る
と
そ

内
匠
頭
一
類
中
よ
り
為
見
届
赤
穂
江

差
遣
使
士
の
事

従
戸
田
采
女
正

家
老
戸
田
権
右
衛
門

番
頭
同
源
五
兵
衛

物
頭
杉
村
十
太
夫

従
浅
野
土
佐
守

持
筒
頭
徳
永
又
右
衛
門

内
田
孫
右
衛
門

松
平
安
芸
守
よ
り

先
手
物
頭
小
山
孫
六
郎

大
田
七
郎
左
衛
門

古
田
権
六

有
田
市
之
進

持
筒
頭
丹
羽
源
兵
衛

西
川
文
右
衛
門

自
浅
野
甲
斐
守
内
藤
伝
左
衛
門

海
野
金
七
︵
28
オ
︶

従
浅
野
伊
織

八
木
助
右
衛
門

長
束
平
内

従
上
田
主
水

野
村
清
右
衛
門

末
田
定
右
衛
門
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赤
穂
城
騒
動
并

諸
士
行
跡
品
々
の
事

事
は
小
き
よ
り
起
て
必
大
き
に
及
ふ
事
恰
も
一
觴
の
源
水
支
流
分
れ
て
如
為
江

海
又
一
粒
の
種
苗
枝
幹
垂
て
如
為
喬
木
さ
れ
は
内
匠
頭
長
矩
一
旦

の
憤
り
に
よ
つ
て
終
に
闘
諍
の
兆
と
な
れ
り
去
程
に
赤
穂
の
家
中
騒
動
の
よ
し
聞
へ
け
れ
は
近
国
の
諸
将
各
手
当
を
そ
い
た
さ
れ
け
る
先
松
平
伊

予
守
よ
り
領
地
境
︵
28
ウ
︶
虫
上
の
在
所
ま
て
用
人
津
田
左
源
太
六
百
余
騎
に
て
出
張
す
る
松
平
讃
岐
守
よ
り
家
老
大
久
保
主
膳
舟
三
十
艘
は
か

り
に
て
絵
嶋
か
沖
に
雁
行
に
連
り
扣
へ
た
り
松
平
淡
路
守
よ
り
物
頭
二
組
は
舩
を
そ
ろ
へ
て
漂
泊
た
り
其
外
姫
路
明
石
よ
り
い
つ
れ
も
纜
を
解
て

海
原
に
さ
ゝ
へ
た
り
松
平
相
模
守
よ
り
も
領
地
の
境
迄
人
数
を
向
へ
置
如
是
に
近
国
隣
郷
皆
篭
城
の
さ
た
に
及
ん
て
用
心
す
る
事
か
き
り
な
し
さ

れ
は
在
江
戸
の
家
中
に
も
義
を
思
ふ
侍
な
き
に
︵
29
オ
︶
あ
ら
さ
れ
共
江
戸
家
老
安
井
彦
左
衛
門
兼
而
戸
田
采
女
正
よ
り
下
知
を
蒙
り
て
強
て
制

し
け
れ
は
い
た
つ
ら
に
其
志
を
遂
さ
る
も
の
多
し
其
中
に
新
参
の
武
具
役
奥
田
源
太
夫
重
盛
堀
部
安
兵
衛
良
康
右
両
人
志
を
一
つ
に
し
て
城
を
枕

に
打
死
せ
ん
と
忍
ひ
て
赤
穂
江

駆
着
け
る
爰
に
先
年
聊
の
事
に
て
浪
人
し
た
る
岡
野
次
太
夫
大
岡
九
郎
井
関
徳
兵
衛
此
三
人
武
具
を
擔
鑓
長
刀
を

杖
に
突
て
大
手
の
門
に
い
た
り
我
々
一
度
亡
君
の
俸
禄
を
食
暫
時
︵
29
ウ
︶
も
妻
子
を
は
こ
く
み
申
た
る
累
代
の
御
恩
忘
れ
か
た
く
存
候
に
依
て

篭
城
の
人
数
に
加
り
い
さ
き
よ
く
殉
死
仕
ら
ん
願
ひ
に
て
馳
参
し
候
と
高
声
に
呼
は
り
け
り
大
石
内
蔵
助
櫓
に
上
つ
て
此
詞
を
聞
其
志
を
感
ず
と

い
へ
と
も
彼
等
か
願
ひ
に
順
ひ
て
篭
城
を
は
許
さ
ゝ
り
け
り
元
よ
り
逆
心
に
あ
ら
さ
れ
は
浪
人
を
召
集
へ
か
ら
さ
る
心
得
是
以
公
儀
を
憚
る
所
尤

な
る
謂
な
り
右
三
人
の
者
共
大
石
か
断
意
を
聞
て
せ
ん
か
た
な
く
又
こ
そ
恩
を
謝
す
へ
き
時
節
も
か
︵
30
オ
︶
な
と
名
残
を
し
け
に
城
に
か
へ
り

見
行
方
し
ら
す
成
ぬ
さ
れ
は
先
年
家
を
出
禄
を
離
し
人
々
さ
へ
右
の
如
旧
恩
を
慕
ひ
忠
義
を
守
ら
ん
と
す
る
中
に
累
代
厚
禄
重
恩
を
請
な
か
ら
恥

を
捨
て
身
命
を
惜
む
輩
は
家
老
大
野
九
郎
兵
衛
を
始
と
し
て
重
職
普
代
の
家
臣
共
心
臆
し
気
後
れ
て
あ
ら
ぬ
工
夫
胸
に
う
か
み
思
へ
は
斯
ま
て
騒

動
に
及
ふ
へ
き
や
う
に
は
な
か
り
し
物
を
無
詮
内
蔵
之
助
か
血
気
に
ま
か
せ
卒
爾
の
篭
城
本
意
な
き
事
に
こ
そ
と
其
志
し
を
隠
し
其
義
︵
30
ウ
︶

を
掩
て
逃
支
度
の
輩
す
く
な
か
ら
す
然
る
に
大
野
九
郎
兵
衛
大
石
に
与
し
同
し
く
義
を
す
ゝ
め
下
知
な
さ
は
一
家
中
に
お
ゐ
て
誰
も
死
を
免
れ
ん

と
思
ふ
も
の
あ
る
へ
か
ら
す
抑
好
生
悪
死
人
情
の
常
な
れ
は
大
野
に
順
ひ
て
身
命
の
安
堵
を
計
る
も
の
は
多
く
大
石
に
与
し
て
死
を
楽
ふ
者
は
稀

な
り
覆
載
は
其
地
の
徳
た
り
と
い
へ
と
も
日
月
不
照
不
忠
の
者
山
川
無
容
不
義
之
臣
跡
に
大
野
父
子
謗
り
を
万
代
の
後
に
残
し
嘲
を
千
里
の
外
に

︿
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招
ん
こ
と
︵
31
オ
︶
薄
情

ウ

タ

テ

か
り
し
有
様
な
り

義
士
盟
約
并

大
石
異
見
之
事

こ
ゝ
に
内
蔵
助
在
国
の
士
三
百
六
拾
人
の
内
殉
死
に
決
し
て
同
志
す
る
者
四
十
三
人
有
し
を
城
中
江

招
き
血
判
誓
紙
を
以
て
守
約
の
堅
を
な
し
退

て
内
蔵
助
熟
思
慮
を
め
く
ら
す
に
家
中
の
士
悉
く
一
つ
和
せ
さ
る
上
は
僅
五
十
に
不
足
人
数
に
て
篭
城
の
支
度
叶
か
た
か
ら
ん
事
を
謀
知
り
け
れ

は
各
に
向
て
申
け
る
は
城
を
開
渡
す
事
近
比
心
外
な
り
と
い
へ
と
も
異
儀
︵
31
ウ
︶
に
及
は
ゝ
却
而
公
儀
を
蔑
し
申
に
似
た
り
且
は
戸
田
采
女
正

殿
の
制
に
背
く
所
も
あ
り
さ
り
と
て
又
無
下
に
相
渡
し
て
立
退
事
全
武
道
に
背
な
れ
は
す
へ
か
ら
く
某
か
宅
江

参
ら
す
へ
し
相
共
に
殉
死
す
へ
し

と
い
ひ
け
れ
は
同
志
の
者
共
心
得
我
劣
し
と
大
石
か
宅
に
寄
合
け
る
然
る
上
は
い
よ
〳
〵
今
日
切
腹
の
事
血
判
を
以
可
申
請
と
又
盟
約
を
そ
定
め

け
る
内
蔵
助
重
て
申
け
る
は
各
と
て
も
同
心
の
上
は
あ
な
か
ち
死
を
急
く
へ
き
あ
ら
す
た
ゝ
従
に
殉
死
を
遂
る
迄
に
て
は
亡
魂
の
為
︵
32
オ
︶
に

御
憤
り
を
可
奉
休
と
も
覚
へ
す
所
聞
死
は
安
し
て
生
は
難
し
所
詮
城
を
無
異
儀
開
渡
し
其
後
安
危
を
天
運
に
ま
か
せ
謀
を
以
上
野
介
殿
を
討
可
申
運
つ
き
る

不
報
讐
多
年
の
恩
沢

は
そ
こ
に
て
討
死
し
て
恨
を
泉
下
に
報
し
可
申
と
△

一
身
に
余
り
奉
謝
之
更
に
其
所
を
し
ら
す
い
は
む
就
中
今
二
世
と
隔
り
ま
い
ら
せ
て
其
御
余
波
し
は
し
も
堪
て
は
あ
ら
れ
ま
し
く
こ
そ
候
へ
た
と

ひ
身
を
退
き
或
は
山
林野
の
田
夫
に
ま
し
は
り
又
は
市
店
の
中
に
渡
世
し
て
一
生
む
な
し
く
送
る
程
に
て
は
笠
上
に
笠
を
か
さ
ね
弥
が
上
天
下
の
指

笑
に
落
へ
し
臣
雖
不
︵
32
ウ
︶
肖
苟
も
委
身
亡
君
の
恩
儀
争
か
不
忠
の
心
を
存
せ
ん
旁
い
か
に
△と
義
を
は
け
ま
し

ふ
る
ひ
舌
を

碎
ふ
る
ひ

て
諫
ら
れ
け
れ
は
一
座

の
忠
士
皆
尤
と
感
得
し
隠
密
に
内
義
を
示
し
合
せ
け
る
茲
に
矢
頭
右
衛
門
七
と
て
十
六
歳
に
な
り
け
り
去
春
よ
り
内
匠
頭
側
江

呼
出
さ
れ
小
姓
奉

公
勤
て
居
た
り
し
か
此
度
大
石
か
存
念
を
聞
て
一
所
に
馳
加
ら
ん
事
を
願
ふ
内
蔵
助
彼
か
心
体
を
見
て
若
年
の
者
の
志
し
殊
勝
に
は
思
ひ
け
れ
と

も
其
身
い
く
は
く
の
年
月
を
か
経
ん
と
余
り
に
不
便
に
し
て
申
け
る
は
和
殿
い
ま
た
弱
輩
と
い
ひ
︵
33
オ
︶
殊
に
勤
の
間
も
な
き
事
な
れ
は
此
列

に
は
つ
れ
給
ふ
と
て
不
義
の
士
と
い
ふ
人
も
有
へ
か
ら
す
い
か
に
も
命
を
全
ふ
し
て
出
世
を
こ
そ
願
ひ
給
ふ
へ
け
れ
と
強
て
制
し
け
れ
は
右
衛
門

七
更
に
諫
を
不
用
膝
立
直
し
偖
は
そ
れ
か
し
若
年
故
こ
と
を
な
す
ま
し
き
者
と
思
召
候
哉
よ
し
〳
〵
此
上
は
不
及
是
非
御
先
仕ル

に
て
候
は
ん
と
て

腰
刀
を
ぬ
ひ
て
左
の
小
脇
に
突
立
ん
と
し
た
り
し
を
大
石
暫
時
と
押
留
遖
勇
に
も
ふ
る
ま
ひ
し
も
の
か
な
か
く
潔
心
中
を
見
る
上
は
異
儀
を
申
へ

き
に
あ
ら
す
と
て
則
同
列
︵
33
ウ
︶
の
血
判
に
加
へ
け
ふ
思
ふ
に
栴
檀
は
芽
よ
り
芳
し
く
葷
葱
は
苗
よ
り
臭
し
苟
も
右
衛
門
七
弓
箭
の
家
に
生
れ

︿
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し
と
て
い
ま
た
弱
輩
な
り
け
れ
と
も
命
を
軽
ん
し
死
を
難
し
と
せ
さ
る
志
聞
人
魂
を
動
せ
り
去
程
に
赤
穂
城
請
取
の
上
使
と
し
て
播
州
立
野
城
主

脇
坂
淡
路
守
備
中
足
守
の
城
木
下
肥
後
守
并

御
目
代
と
し
て
荒
木
十
左
衛
門
榊
原
采
女
石
原
新
左
衛
門
岡
田
庄
太
夫
右
四
人
を
指
添
ら
れ
四
月
下

旬
発
向
の
よ
し
き
こ
へ
け
れ
は
内
蔵
助
志
を
か
た
ふ
す
と
い
へ
と
も
公
儀
を
重
す
る
︵
34
オ
︶
所
亡
君
の
心
な
れ
は
采
女
正
よ
り
段
々
下
知
に
順

ひ
城
を
開
渡
さ
ん
と
て
惣
し
て
村
々
端
々
迄
制
法
を
堅
し
城
下
の
市
店
に
所
徳
買
諍
を
い
ま
し
め
猶
亡
君
如
在
の
礼
を
尽
し
城
内
屋
舗
隅
々
迄
奇

麗
に
掃
除
し
て
上
使
の
発
向
今
や
遅
と
待
居
た
り
け
り

赤
穂
城
渡
并

家
中
離
散
の
事

四
月
十
八
日
上
使
播
州
に
到
着
い
た
さ
れ
赤
穂
城
下
よ
り
一
里
手
前
に
野
陳
を
張
使
者
を
以
城
中
江

案
︵
34
ウ
︶
内
被
申
入
け
れ
は
家
老
奥
野
将

監
物
頭
原
惣
右
衛
門
両
人
使
者
と
打
つ
れ
野
宿
に
来
り
我
々
城
中
江

案
内
可
仕
よ
し
申
て
上
使
を
い
さ
な
ひ
奉
り
け
る
兼
日
待
設
た
る
事
な
れ
は

門
々
口
々
番
人
も
平
常
の
人
数
半
分
に
減
し
城
内
に
は
家
老
用
人
番
頭
物
頭
等
ま
て
居
残
り
其
外
の
諸
士
は
前
日
に
城
外
に
出
し
置
ぬ
既
上
使
を

書
院
に
奉
請
時
淡
路
守
肥
後
守
被
申
渡
け
る
は
今
度
内
匠
頭
儀
公
家
衆
御
対
顔
の
刻
時
節
を
不
考
殿
中
御
座
近
く
に
て
狼
藉
の
働
有
之
︵
35
オ
︶

に
付
切
腹
被
仰
付
城
地
被
召
上
候
併
上
の
御
慈
悲
を
以
弟
大
学
に
名
跡
御
立
分
地
三
千
石
宛
行
れ
候
間
此
上
に
於
て
何
れ
か
残
念
の
儀
可
有
之
哉

弥
以
家
類
の
面
面
難
有
可
奉
存
よ
し
仰
渡
さ
る
れ
は
家
臣
各
奉
畏
旨
御
請
申
上
る
し
は
ら
く
有
て
石
原
新
左
衛
門
殿
内
蔵
助
を
近
付
て
申
さ
れ
け

る
は
誠
に
城
内
の
掃
除
念
を
入
諸
事
の
手
配
引
渡
の
帳
面
等
に
い
た
る
迄
明
細
の
儀
共
感
し
入
候
右
の
趣
今
晩
飛
脚
を
以
言
上
可
仕
次
に
家
中
の

者
共
退
散
致
す
お
ゐ
て
は
居
所
望
次
︵
35
ウ
︶
第
に
申
給
は
る
へ
し
且
又
江
戸
江

罷
下
り
候
輩
に
は
女
証
文
を
認
つ
か
は
す
へ
し
或
は
当
地
に
住

居
い
た
し
度
望
候
者
へ
は
是
又
願
の
筋
に
可
相
達
旨
い
と
念
比
に
聞
へ
け
る
内
蔵
助
謹
て
承
り
委
細
御
芳
志
の
段
忝
奉
存
候
家
中
の
者
離
散
仕
候

に
付
て
は
居
住
の
儀
内
々
存
寄
の
手
筋
に
銘
々
覚
悟
い
た
し
遮
而
当
惑
不
仕
候
様
に
何
れ
も
落
着
を
示
し
置
候
間
御
気
遣
に
成
ま
し
き
よ
し
申
上

る
既
城
を
引
渡
し
志
あ
る
侍
は
其
日
を
不
延
皆
方
々
に
離
散
す
る
本
意
な
か
り
け
る
次
第
な
り
中
に
も
大
石
︵
36
オ
︶
内
蔵
助
父
子
は
洛
陽
山
階

辺
に
蟄
居
し
て
安
危
を
天
運
に
ま
か
せ

謀
は
か
り
こ
と

を
胸
中
に
秘
し
て
い
か
に
も
亡
君
の
仇
を
挫
か
は
や
と
夏
は
暑
日
の
長
き
に
堪
冬
は
寒
夜
の
霜
を

凌
蛍
雪
の
窓
に
眠
り
を
忘
れ
て
節
義
を
思
ふ
の
外
他
事
な
か
り
け
り

︿
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大
石
偽
て
不
行
跡
并

赤
穂
浪
人
易
㆑

容
事

人
の
悪
を
あ
ら
は
し
苦
を
掩
ふ
は
凡
情
の
常
今
更
語
る
も
事
旧
に
似
た
れ
と
も
世
の
人
口
の
さ
か
な
く
も
誰
い
ふ
と
し
は
な
け
れ
共
赤
穂
離
散
の

浪
人
と
も
い
か
な
︵
36
ウ
︶
る
心
得
に
や
主
の
讐
と
等
し
く
青
天
を
い
た
ゝ
き
千
歳
も
経
へ
き
や
う
に
身
命
を
つ
ゝ
し
み
渡
世
を
お
も
ふ
是
そ
人

面
獣
心
な
る
物
を
と
世
上
の
批
判
區
々
な
り
況
傍
輩
の
中
に
て
臆
病
を
か
ま
へ
義
を
わ
す
れ
し
大
野
奥
野
か
如
き
不
仁
者
己
か
悪
を
掩
ん
か
為
朋

友
の
義
士
を
そ
し
り
さ
れ
は
忠
義
も
口
に
て
は
い
は
る
ゝ
も
の
よ
節
に
望
ん
て
は
金
鉄
も
心
腐
る
も
の
を
や
と
嘲
哢
し
け
れ
は
四
方
の
衆
口
一
同

し
て
か
ひ
な
き
や
う
に
い
ひ
ふ
ら
し
け
る
然
る
に
大
石
内
蔵
助
智
謀
は
楠
の
家
訓
を
伝
へ
︵
37
オ
︶
計
略
は
甲
陽
の
雄
鑑
に
哲
し
元
来
思
慮
深
き

者
な
れ
は
い
さ
と
み
つ
か
ら
儒
者
の
真
似
を
な
し
表
に
は
不
行
義
の
様
子
に
も
て
な
し
酒
宴
遊
興
に
身
を
委
親
類
縁
者
に
疎
々
し
く
万
つ
法
外
に

し
て
亡
君
を
し
た
ひ
旧
恩
を
思
ひ
忠
義
を
励
す
志
し
な
と
は
中
〳
〵
存
し
よ
ら
さ
る
気
色
に
見
え
け
れ
は
さ
り
と
も
聞
し
に
違
ふ
人
や
昨
日
迄
さ

も
重
か
り
し
大
石
今
日
は
俄
に
軽
く
な
る
事
い
か
さ
ま
は
り
ぬ
き
か
又
は
浅
間
の
焼
石
か
と
爪
は
し
き
し
て
笑
ふ
人
多
︵
37
ウ
︶
か
り
き
か
ゝ
る

所
に
上
杉
弾
正
よ
り
大
石
か
心
中
窺
ん
為
に
京
都
江

間
者
を
二
三
人
上
せ
て
密
に
彼
か
行
蹟
を
検
分
せ
ら
れ
し
に
内
蔵
助
か
所
行
聞
伝
し
と
は
案

に
相
違
な
れ
は
上
杉
方
に
も
間
者
の
申
所
に
安
堵
し
て
さ
も
こ
そ
あ
る
ら
め
義
は
一
旦
に
し
て
終
に
志
は
遂
か
た
き
も
の
を
と
其
後
は
絶
て
用
心

の
体
も
見
え
さ
り
け
り
爰
に
間
十
次
郎
同
新
六
兄
弟
は
父
喜
兵
衛
と
共
に
上
野
介
屋
舗
の
近
所
本
庄
回
向
院
門
前
に
借
宅
し
て
敵
の
間ひ

ま

を
窺
け
れ

と
も
元
来
吉
良
氏
上
杉
方
よ
り
︵
38
オ
︶
寄
重
く
適
の
出
入
に
も
家
来
数
多
召
具
し
た
れ
は
楚
忽
の
義
も
な
り
か
た
く
又
彼
館
に
忍
ひ
入
ん
事
も

便
宜
悪
け
れ
は
不
自
在
憤
り
の
中
に
月
日
を
送
り
て
元
禄
十
五
年
に
な
り
に
け
り
然
る
に
兄
弟
町
人
に
名
を
よ
せ
て
十
次
郎
は
刻
た
は
こ
を
売
新

六
は
小
間
物
を
あ
き
な
ひ
上
野
介
屋
敷
に
可
出
入
事
を
心
懸
毎
日
門
前
を
呼
売
て
通
り
け
れ
と
も
此
砌
用
心
き
ひ
し
け
れ
は
敢
て
屋
敷
に
い
ら
さ

り
け
り
か
ゝ
る
所
に
岡
野
金
右
衛
門
神
崎
与
五
郎
横
川
勘
平
是
も
商
人
︵
38
ウ
︶
の
体
に
出
立
て
上
野
介
屋
敷
江

立
入
や
う
に
志
し
日
々
に
や
う

す
を
相
窺
ふ
或
時
路
次
に
て
間
兄
弟
に
礑
と
行
合
た
か
ひ
に
そ
れ
と
見
と
か
め
て
路
の
傍
に
擔
た
る
荷
物
を
お
ろ
し
各
志
し
の
存
念
を
語
り
け
る

岡
野
金
右
衛
門
神
崎
与
五
郎
間
兄
弟
に
向
て
申
け
る
は
貴
殿
等
い
か
ほ
と
忠
義
を
励
し
謀
を
め
く
ら
し
給
ふ
と
も
僅
に
兄
弟
斗
で
は
思
ふ
ま
ゝ
に

本
意
は
遂
か
た
し
幸
今
度
家
老
大
石
を
は
し
め
用
人
片
岡
源
五
右
衛
門
其
外
与
力
の
輩
我
々
共
に
五
十
人
は
か
り
何
れ
も
金
石
の
衆
中
︵
39
オ
︶

︿
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内
義
を
示
し
合
せ
隙
を
伺
ひ
夜
打
に
可
押
寄
と
の
計
略
な
り
然
れ
は
彼
等
と
一
所
に
相
加
り
共
々
本
望
を
達
し
給
は
ゝ
可
然
よ
し
申
け
る
故
間
兄

弟
蟠
龍
か
一
陽
来
復
の
時
を
得
て
天
上
に
翔
り
た
る
粧
に
て
大
悦
不
斜
そ
れ
よ
り
や
か
て
此
列
に
連
り
け
る
偖
互
に
借
宅
を
聞
定
め
て
猶
再
会
を

期
す
へ
し
と
東
西
に
別
れ
け
り
此
外
前
原
伊
助
は
切
売
と
な
り
て
相
生
町
に
住
し
吉
田
忠
左
衛
門
は
小
春
や
清
兵
衛
と
名
を
替
蜜
柑
を
あ
き
な
ひ

猶
又
町
人
に
姿
を
や
つ
し
︵
39
ウ
︶
肺
肝
を
碎
き
讐
を
謀
る
輩
不
少
江
戸
町
中
端
々
に
隠
れ
居
て
時
節
を
待
こ
そ
頼
も
し
け
れ
か
く
て
其
年
も
夏

の
半
に
な
り
け
れ
は
上
野
介
屋
敷
を
そ
ろ
〳
〵
用
心
怠
り
あ
け
た
て
自
由
な
り
始
は
家
中
へ
の
通
用
僧
俗
男
女
に
よ
ら
す
厳
し
く
改
め
一
通
の
書

状
も
門
に
て
取
次
他
の
者
と
て
は
一
切
入
る
事
を
不
赦
ま
し
て
ふ
り
売
の
商
人
な
と
は
思
ひ
よ
ら
さ
れ
と
も
い
つ
と
な
く
ゆ
る
か
せ
に
成
て
後
は

心
や
す
く
出
入
し
け
り
依
之
赤
穂
の
似
せ
商
人
替
〳
〵
出
入
け
れ
と
︵
40
オ
︶
そ
れ
と
し
る
人
あ
ら
さ
れ
は
家
類
小
者
に
馴
染
寄
て
安
売
を
し
か

け
案
内
様
子
を
窺
ひ
た
る
け
に
や
越
の
范
蠡
姿
を
替
へ
魚
腹
に
書
を
納
て
呉
の
獄
中
に
忍
ひ
行
晋
の
予
譲
か
身
に
漆
さ
し
て
癩
と
な
り
し
志
も
是

に
は
過
し
と
お
も
ひ
や
ら
れ
け
る

大
石
父
子
并

小
野
寺
十
内
江
戸
下
向
の
事

か
く
て
江
戸
同
志
の
間
者
よ
り
大
石
方
に
密
に
状
を
上
せ
て
報
讎
の
時
至
れ
り
敵
の
案
内
連
々
に
伺
ひ
置
候
上
は
す
み
や
か
に
其
地
発
足
あ
り
て

下
着
を
︵
40
ウ
︶
相
待
候
委
細
は
貴
面
に
可
申
談
と
い
ひ
送
り
け
れ
は
大
石
聊
愁
眉
を
開
き
素
懐
の
涙
を
促
し
是
そ
亡
君
の
讐
を
と
り
ひ
し
く
事

掌
に
あ
り
と
急
き
小
野
寺
十
内
方
江

告
し
ら
せ
十
内
は
京
都
留
守
居
堺
町
通

竹
屋
町
下ル
所
に
住
居
せ
り

跡
々
心
懸
り
の
事
共
た
か
ひ
に
と
く
と
取
し
た
ゝ
め
吉
千
代
大
三
郎
は
い
ま
た

幼
き
者
な
れ
は
と
て
縁
者
の
方
に
預
け
置
惣
領
の
主
税
助
を
連
れ
十
内
は
妻
を
は
町
人
に
所
縁
あ
る
方
江

頼
み
置
て
子
息
幸
右
衛
門
秀
冨
を
伴
ひ

大
石
父
子
を
同
道
に
て
以
上
四
人
旅
立
し
︵
41
オ
︶
比
は
菊
月
末
つ
か
た
露
次
に
雕
玉
朝
霧
山
に
絵
に
な
し
て
薄
情
旅
寝
の
草
ま
く
ら
斯
こ
ゝ
ろ

さ
す
我
わ
れ
か
い
つ
か
敵
に
逢
坂
や
関
あ
り
と
て
も
と
ゝ
め
え
ぬ
暮
行
秋
の
形
見
と
て
木
の
葉
散
し
く
琵
琶
の
海
引
白
浪
の
跡
み
れ
は
水
の
あ
わ

れ
と
消
や
ら
ぬ
命
を
し
は
し
守
山
の
篠
原
分
る
我
袖
は
ぬ
れ
こ
そ
ま
さ
れ
浅
茅
生
の
露
の
う
き
身
の
あ
る
程
も
心
は
さ
き
に
消
尽
し
あ
や
な
く
ほ

こ
る
村
木
立
老
蘇
の
森
と
聞
つ
れ
と
勇
む
心
の
若
や
か
に
移
る
鏡
の
山
見
し
て
曇
︵
41
ウ
︶
ら
ぬ
心
一
向
に
忠
節
か
た
き
石
部
を
越
水
口
に
一
宿

し
て
い
つ
ら
は
秋
の
長
し
夜
も
と
り
の
空
音
に
お
と
ろ
き
て
夢
現
と
も
定
め
な
き
う
き
美
濃
尾
張
と
お
も
ふ
に
そ
熱
田
の
宮
居
ふ
し
お
か
み
野
間

︿
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の
入
江
の
浦
伝
ひ
今
浅
ま
し
き
旅
姿
是
も
忠
義
と
鳴
海
潟
互
こ
れ
を
旅
の
道
過
に
し
方
幾
度
か

に
そ
れ
と
行
先
を
か
へ
り
三
河
の
八
橋
は
都
に
も
な
き
詠
そ
と
き
つ
ゝ
な
れ
に
し
妻

や
子
に
別
る
ゝ
こ
と
も
も
の
ゝ
ふ
の
矢
矧
の
里
と
聞
か
ら
に
弓
取
の
身
は
頼
も
し
く
武
勇
の
名
を
も
高
師
山
今
朝
打
出
る
曙
に
月
そ
︵
42
オ
︶
う

つ
れ
る
池
田
の
宿
ゆ
き
ゝ
の
人
の
道
い
そ
く
鐘
の
音
遠
く
菊
川
に
下
流
を
汲
ん
て
幾
年
か
世
に
存
へ
て
此
後
も
又
越
へ
し
と
思
ひ
き
や
命
な
り
け

り
佐
夜
の
中
山
跡
に
し
て
故
郷
の
つ
て
も
遠
江
け
に
や
今
川
了
俊
の
此
境
を
立
退
く
と
て

何
と
な
く
心
に
か
け
て
思
ふ
か
な
浜
名
の
橋
の
秋
の
夕
暮

と
か
こ
ち
し
は
猛
き
心
も
や
わ
ら
く
る
其
敷
嶋
の
今
と
て
も
道
行
人
に
大
井
川
紅
葉
流
る
ゝ
波
の
関
守
る
人
も
な
き
清
見
潟
松
の
蔭
︵
42
ウ
︶
よ

り
三
穂
か
崎
霧
立
の
ほ
る
藻
塩
屋
の
打
出
て
み
れ
は
田
子
の
浦
南
蒼
海
冥
朦
と
し
て
万
点
の
帆
風
天
に
沂
北
は
重
山
峙
て
黒
み
た
る
中
天
の
雲
の

上
よ
り
皓
〳
〵
と
見
え
た
る
雪
は
時
し
ら
ぬ
不
二
の
高
峯
の
我
㒵
な
る
も
無
類
詠
め
に
て
足
柄
山
に
さ
し
か
ゝ
り
箱
根
峠
を
分
越
し
時
大
津
屋
と

い
へ
る
町
人
元
来
知ル

人
な
り
け
る
か
帰
京
す
る
逢
て
小
野
寺
十
内
矢
立
の
硯
を
借
り
て
都
に
残
し
置
た
る
妻
へ
消
息
を
言
伝
け
れ
は
日
を
経
て
十

内
江
戸
へ
下
着
︵
43
オ
︶
の
後
妻
の
方
よ
り
か
く
そ
よ
み
お
こ
せ
け
る

筆
の
蹟
見
る
に
涙
の
時
雨
来
て
い
ひ
か
へ
す
へ
き
こ
と
の
葉
も
な
し

十
内
返
し

限
あ
り
帰
ら
ん
かぬ
と
思
ふ
旅
に
た
も
猶
九
重
は
恋
し
き
も
の
を

斯
て
人
々
十
月
二
日
の
晩
景
に
江
府
に
下
り
手
当
の
方
へ
そ
落
着
け
る
︵
43
ウ
︶

︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
一
三



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
一
四

(�オ) (目録ウ)

(目録オ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
一
五

(�オ) (�ウ)

(�オ) (�ウ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
一
六

(
オ) (�ウ)

(�オ) (
ウ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
一
七

(	オ) (�ウ)

(�オ) (	ウ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
一
八

(�オ) (�ウ)

(�オ) (�ウ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
一
九

(10オ) (�ウ)

(11オ) (10ウ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
二
〇

(12オ) (11ウ)

(13オ) (12ウ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
二
一

(14オ) (13ウ)

(15オ) (14ウ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
二
二

(16オ) (15ウ)

(17オ) (16ウ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
二
三

(18オ) (17ウ)

(19オ) (18ウ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
二
四

(20オ) (19ウ)

(21オ) (20ウ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
二
五

(22オ) (21ウ)

(23オ) (22ウ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
二
六

(24オ) (23ウ)

(25オ) (24ウ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
二
七

(26オ) (25ウ)

(27オ) (26ウ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
二
八

(28オ) (27ウ)

(29オ) (28ウ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
二
九

(30オ) (29ウ)

(31オ) (30ウ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
三
〇

(32オ) (31ウ)

(33オ) (32ウ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
三
一

(34オ) (33ウ)

(35オ) (34ウ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
三
二

(36オ) (35ウ)

(37オ) (36ウ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
三
三

(38オ) (37ウ)

(39オ) (38ウ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
三
四

(40オ) (39ウ)

(41オ) (40ウ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
三
五

(42オ) (41ウ)

(43オ) (42ウ)



︿
資
料
紹
介
﹀
翻
刻
﹃
武
家
不
断
枕
﹄︵
上
︶

二
三
六

(43ウ)


